
邦産ハンノキ類の植物分類地理学的研究(第E 報)

低木性樹種を含めた全樹種の比較研究

村 井 郎(1)

I 前言

ïìíí搬1) におし、てはll1木性に属するタニガワハンノキ，エゾヤマハンノキ，ノ、γ ノキ，ヒロハケハンノキ

0) 4 種に撰j し，栄1主体および繁殖器官の形態比較から地理分布，名称の整理にわたって報告したが，本報

においては高木性以外の従来ハンノキ属とし、われていたもの全部，すなわち， ミヤマハンノキ，ヒメヤシ

ヤプシ，ヤシヤプシ，オオパヤシヤブシ，カワラハンノキ，ミヤマカワラハンノキ，ヤハズハンノキ，サグ

ラノ心、ンノキ等 8 陀および天然雑種として知られるイワキハンノキ，カワリヤシヤプシ， !I ルきハンノキ

の 3 種を追加して百十 11 種につき吟味報告せんとするものである。これらの形態比較をなすに当たり，従

来亜属として取り扱われていた， ミヤマハンノキーヤシヤプシ群とヤマハンノキーハンノキ群とがはたし

て，亜属として取り扱うのが穏当であろうか，あるいは，むしろ属を分かつ方が穏当なのではなし、かとい

う疑問を生じたので，本報の当初において育種場の野日常介技官の協力を 1~}'てこの関係を解明することに

した。ついで，大体前報と同じ研究の進め方で究明せんとするものである。

次の第E報においては， 1, II 報で日本の天然分布種 11 種(基本種 11種，雑種-4 種)が解ったので，

その基礎に立って世界のハンノキ類を見た場合， 1 国で 11 種もの多種類を有する国が他国にないというこ

とがわかり，そう L 、う立場からすれば世界のハンノキ類を研究するには日本が最も恵まれていることが推

定されたわけである。幸いにして 1961 年 Sweden の Göteborg Botanic Garden の脂薬庫において，世

界のハンノキ類の標本を見る機会を与えられたので，それを土台に世界のノ、γ ノキ全種類の位置付けをな

さんとする予定を立てている。

第 I 報執筆後， 1止めし、ンノキ群の各種の産地試験を計画し，外国種については，欧州は各国の育種場に

お似し、し，北米は U.S. 農務省の Dr. CREECH, J. L.を通じて Forest Service の Dr. OSTROM, C. E. お

よび Dr. FISHER, H. H. を煩わし，東亜産は収集困難であったが，南鮮7守陣場の玄i言圭，任慶彬両氏を煩

わした。また本邦内は営林局署，国立林木育種場，都道府県林業試験場および東大演習林を煩わして，全

合計 400 系統以上が収集され，おかげで各種の当年生稚苗の形態差や産地差がしだし、に明らかになってき

てし、る現状であるが，本報においてはそのうち日本産各種の球果とタネの資料および分布資料を使用さし

ていただき，他の全資料は別途育種場の研究成果として公表の予定である。

本報を草するに当たり，分類学上種々ご指導賜わった東大農学部猪熊泰三教授ならびに林業試験場造林

部林弥栄氏に対し最大の敬意を表すると共に，標本閲覧を許された同教授および東大理学部の原寛，

前川文夫両教授，国立科学博物館の佐竹義輔，奥山春季両教官に対し，また本報の資料取りまとめに協力

された東北林木育種場の各位に対しそれぞれ謝意を表するものである。

(1) 東北林木育種場長兼林業試験場東北支場育林部員
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E カバノキ科の分類体型に関する研究

まず従来の広葉樹分類学上， 最も重要な文献と称せられる WINKLER，. H. 2) , SCHNE lDER, C. K.3)およ rß:

REHDER, A. 4) 5) により Betulaceae カパノキ科の Genus (属)までの分類体型を調べたところ，最も穏当

と考えられる分類法は 1940 年の REHDER， A.4) であったので，それを摘出してみれば

Fam. Betulaceae, Subfam. Betuleae ASCHERS. には Gen. Beiula LINNE および Gen. Alnus EHRH. 

の 2 属が，

Fam. Betulaceae, Subfam. Coryleae ASCHERS. には Gen. Carpinus LINNE, Gen. Ostrya SCOP. , Gen. 

Ostryopsis DECNE. および Gen. Cor)ωS LINNE の 4 属が所属する。

これを 1906 年の SCHNElDER， C. K.3) と比較すれば，後者では両 Subfam. の命名者を EICHL. としてい

る点と Alnus の命名者を GAERTN. としている点を異に iしているのみ，また 1949 年の REHDER， A.5) と比

較すれば，後者では Fam. 名を Corylaceae ハシパミ科としている点と前両者が Subfam. としたものを

Tribus (族)とし，その命名者に REHD. を起用している J訟を異にしてかる。 Fam. 名は採用者により異な

る ζ とは当然であるが，本報では日本における従来の慣例に従うので Betulaceae カバノキ利を用いてお

く。 Fam. と Gen. との中間に Trib. のあるととは当然であるが Subfam. もその中間 Fam. よりにある

ので，どちらを使用しても差しっかえなし、と考えるので，本報では慣例にしたがい Subfam. を用し、てお

くことにした。

前記により，従来の分類法はほとんどi決定的で Betulaceae には 2 つの異なった大集団があり，そのう

ちの 1 集団は 2個の Gen. íこ， j也集団は 4個の Gen. に分類されており， 1 Fam.-2 Subfam. • 6 Gen. と

して取り扱われていたことが明らかである。次に従来の概念、による Gen. Alnus の Species (種)段階以

上の細分類法の変遷をみれば，前同文献により次のごとき 4 者となる。

WINKLER, H. (1904) 

Gen. Alnus GAERTN. , Sect. Alnobetula KOCH 
Gen. Alnus GAERTN. , Sect. Gymnothyrslts SPACH. 

Gen. Alnus GAERTN. , Sect. Clethropsis ENDL. 

Gen. Alnus GAERTN. , Sect. Cremastogyne WINKL. 

SCHNElDER, C. K. (1906) 

Gen. Alnus GAERTN. , Subgen. Alnobetula KOCH 
Gen. Alnus GAERTN. , Subgen. Gymnothyrsus SPACH. 

REHDER, A. (1940) 

Gen. Alnus EHRH. , Subgen. Alnaster ENDL. 

Gen. Alnus EHRH. , Subgen. Alnus ENDL. 
Gen. Alnus EHRH. , Subgen. Crel仰stogyne WINKL. 

REHDER, A. (1949) 

Gen. Alnus EHRH. , Subgen. Alnaster ENDL. 

Gen. Alnus EHRH. , Subgen. Gynmothyrsus REGEL 
Gen. Alnus EHRH. , Subgen. Clethropsis REGEL 

Gen. Alnus EilRH. , Subgen. Cremastogyne SCHNEID. 
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このうち， WINKLER, H. のみは Gen. の下に 4 コの Sect. (節)を設け， 他の 3 者は Gen. の下に

Subgenus (亜属)を設けて分類する方法であり，上記のうち Alnobetula と Alnaster とは全く同ーの意

見の同一集団を対象としたものであり，名称としては Alllaster の方が良さそうである。 1906 年の Gym­

nothyrsus は 1940 年の Alnus と Cremastogyne を合したもの， および 1949 年の Gymllothyrsus と他

2 Subg-.を令してこものと解する。また Subgenus としての Cremastogyne と Clethroþsis は開花期を異に

するため分けられたものと解される。すなわち， Subgenus としての 1940 年の Alnus と 1949 年の Gym­

nothyrsus とはともに♀花も合花も前年秋出現して，翌春開花する集団をさし ， Crel叩stogyne は♀花も

さ花も春に出現してすぐ開花する集団， Clethroþsis は♀花も合花も晩春出現して秋に開花する集団をさす

ものである。ついでに第 1 の Alnaster= All10betula は色花は前年秋出現するが♀花は秋冬の悶，冬芽中

に潜在し翌春開芽とともに出現し開花する集団である。それゆえ従来のとくに REHDER， A. の Subgenus

分類法の拠点は開花期にあったことが明らかである。

筆者らのようにハンノキ類の種間交雑が仕事の一部であるものにとって，第 I 報の種の焚雑は開花期よ

り，よほど以前古ら袋かけが可能で交雑も実行しやすかったのであるが，本報のヤシヤブシ類の交雑を同

じ考えで実行しようとしたところ，♀花に対する袋点るけは開芽以後でなければできないことがわ泊、り，高

木ハンノキ類とヤシヤフ守シ類とでは Subgenus が異なるほどの差があることがわかったわけで、ある。こ

ういう経験を有する者にとって開花期というものは重大な意味を有するものであることは当然わかるけれ

ども開花期のみによって Subgenus をたくさん分けるほど，そんなに重要なものであろうかと一応疑問

を持たざるを得なかったわけである。

;欠にハンノキ類とヤシヤブシ類とではそれぞれにいかなる Species (種)が所属するかを制べることは簡

明であるが，この両者が形質上いかなる差異点を有するかを研究してみたところ，かなり多くの点で区別

できることがわかってきたけれども，それらの差異点がはたして Subgenus を分かつ基準に相当するか，

または差がもっと願署で Genus を分かつ基準に相当するかを吟味する必要を生じた。 このため，かり

に Gen. として山ンノキ類を Alnus 属とし，ヤシヤフーシ類を Alnaster 属として取り扱い，今まで 1 科

2 亜科-6 属とされたものを 1 属追加して 1 科一 2 亜科 7 属として形質上の差異を表示してみたのが

Table 1 である。

本表により，まず問題となるのが，♀会花の出現期である。さ花については，前年秋が多く ， Car�inus 

におし、てのみ当 f年春である。ただし Alnus においては前記 Subgenus Cremastogyne と Clethro戸sis の 2

者が当年春~晩春で，他の Subgenus Gymnothyrsus は一般同様前年秋である。♀花については当年春が

4 属，前年秋が 3 属となり，うち Alnus だけは複雑で Subgenus Cremastogyne と Clethroþsis がち花同

様当年春~晩春， Subgenus Gymnothyrsu5 は前年秋である。先に開花期を重視することに疑問を抱いた

が， Alnus 属の内， Subgenus Gymnothyrsus は♀会とも秋出現で春開花， Subgenus Cremαstogyne は

♀舎とも春出現で春開花， Subgenus Clethroþsis は♀合とも晩春出現で秋開花となり，これら 3 コの

Subgenus で共通なのは♀花の出現期と合花の出現期が同じであるという点だけである。このように春出

現しようが，秋出現しようが♀合花同時に出現するということが，ここでし、う Al11lts 属の特徴となり，

開花期はそれほど問題にする必要がないとするのが筆者の新しい考え方である。

本表によれば Subfam. の差は合花の所在部， 6花の花被の有無，♀花の花被の有無，タネの演の有無

等に特長が現われていることが知られる。すなわち次のごとくである。
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Table 1. カパノキ科各属の形質比般衣

Morphological and characteristic comparison of each Genus in Betulaceae. 

Subfam. Betuleae Subfam. Coryleae 

Be凶 I Alnaster I Alult ω1m叶 0向。 |ωtryφ内 C州川

23M花ale出t現， JOi 前年秋 前年秋 前♀年秋 当年春 前年秋 |百年秋 前年秋
( と同)

appearance per. 

P所o 1E 苦E I貞生 頂生 頂生 側生 側生 flllJ生 側生
sition 

A穂m、 ent stalk 
梗 短または なし ありまた 短 なし 短または 短または

なし は顕著 なし なし

高lamen ffz 2 又 2 叉 単 l 2 叉 2 叉 2 叉 2 又

Pイ tニerianth 被 4 全裂 4-5 裂 4 裂 なし なし なし なし

♀F花ema出le現fl. , 則 当年春 当年春 前年秋l司 当年春 当年春 前年秋 前年秋
(合と ) 

appearance per. 

FP庁o 1E 音日 (f側I1IJ生芽) (側側生芽) (合側の生下) 頂生 頂生 I貞生 (êS側の生下)sition 

立ri制h 被 なし なし なし あり，総 あり，総 あり，総 あり，総
琶となる 笥となる 奮となる 葱となる

S球trob果il，e，果frui鱗t scale 
草質 3 裂 木質 5 裂 木質 5 裂草質 l コ 草質 l コ 草3 裂質 l コ 草質

1-3 コ

B果ra 省部 奮し小 査 1 ，小 沓 1 ，小 奮は脱裕 琶は脱落 萄は脱洛 琶は宿存
ct of fr. sc. 省 2 コ合裂 萄 4 コ合裂 琶 4 コ令裂 総琶 l コ 袋総す萄状をl なコ 総すー!日lー省 l コ 総琶 1-3

して 3 して 5 して 5 状をな コ一部な筒
状とる

10果.0鱗'l~ タネ数 3 コ 2 コ 2 コ 2 コ 2 コ 2 コ 2 コ

No. of seed per f. s. 

タネ eとd賓，の大きさ タネ タネ タネ なし なし なし なし
Seed, size of wing 三五ハネ くノ、ネ 〈ノ、ネ

F翼orm of win形g 
PJ形 矢羽形 円形

冬W芽int， er粘bud性, 吃 事li ~l: 乾 市rz 車と 車ど

Viscous 

B芽ud stalk 柄 なし なし あり なし なし なし なし

鱗No. of 片scale数 B コ以上 6 コ位 3 コ 14 コ位 B コ以上 B コ以上 6 コ 1，1.

7葉，側f 脈数of 10対前後 10対以上 10対以下 IO，kJ以上 10M以上 10対以下 10対以下
Leaf. No. of lat. 
vems 

托 葉，形 卵形，鋭 ~IJ形，鋭 楕円形， 楕鋭頭円形， 楕鋭頭円形， 卵漬形， 鋭 卵形，鋭
Stipule, form of st. ?員ま fニは 頭 円 E員 頭

なし

Subfam. Betuleae ASCHERS.--êS花の所在部は頂生で，êS花には花被があり 4 裂するものが多い。♀

花には花被がない。 タネには翼がある。

Subfam. Coryleae ASCHERS.-一色花の所在部は側生で，合花には花被がなし、。♀花には花被があり，

これは後に総萄となる。タネには翼が全くなか。

次に Subfam. Betuleae の 3 属の聞では， êS花の穂梗，花糸，♀花の出現期，球果では果鱗，果鱗琶

部，包蔵タネ数，タネの翼の大きさと形，冬芽では粘性，芽柄および鱗片数，葉では側脈数，托葉の
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形等に差異が現われており，各属の特徴を再掲すれば次のごとくである。

Gen. Betula LINNE--ê!)花は前年秋に出現し，その糖、梗が短し、か，あるし、はなく，花糸は 2 又し，花被

は 4 全裂する。♀花の出現期は当年春で花被がなし、。球果の果鱗は草質で 3 裂し，査部 1 コ，小宮部

2 コが合して 3 裂となる。 1 果鱗の包蔵タネ数は 3 コ。タネとハネの大きさの比は大，またはノトで円

形をなす。冬芽は乾燥して芽柄なく鱗片数は 8 コ以上よりなる。葉の側脈数は 10対前後で，托葉の

形は卵形鋭頭またはこれを欠く。

Gen. Al仰sfe町r SP旧AC印H

する。♀花の出現Wlは当年春で花被がない。球果の果鱗は木質で 5 裂し萄部 1 コ，小菅部 4 コが合

して 5 裂となる。 1 果鱗の包蔵タネ数は 2 コ。タネとハネの大きさの比はノ、ネが大きく，その形は矢

羽形である。冬芽は粘性で芽柄なく，鱗片数は 6 コぐらい。葉の側脈数は 10 対以上，托葉は卵形鋭

頭である。

Gen. Alnus EHRH.一一色花は前年秋に出現し，その穏便は明らかにあり，または顕著で，花糸は単 1 ，

花被は 4 裂する。♀花の出現期は前年秋であり(または別の時期に出現しても，ê!)♀共に同期に出現

する)，花被はない。球果の果鱗は木質 5 裂し，琶部 1 コ，小萄部 4 コが合して 5 裂となる。 1 果鱗

の包蔵タネ数は 2 コ。タネとハネの大きさの比はハネが小さく円形をなす。冬芽は乾燥して顕著な芽

柄があり，鱗片数は 3 コである。葉の側脈数は 10 対以下で，托葉は楕円形円頭である。

これらにより Alnasler は Betula と Alnus のちょウど中間に当たり 3 者それぞれ平等に特長を有し

ているので， Subfam. Betuleae には Betula ， Alllaster, Alnus の 3 コの Gen. が存在すると解釈して差

しっかえなし、ものと認める。

以上により，従来のハンノキ類はハンノキ属 Alnus とミヤマハンノキ属 Alnaster に分けられねばな

らないこととなったが， 1906 年 SCHNEIDER， C. K.2) が Subgenus とした 2 コがそれぞれ Gen. に当たる

ものであったこととなり， 1949 年 REHDER， A.4)が 4 Subgenus とした第 1 の Subgenus が独立属となり，

他の 3 Subgenus は 1 属内に残ることとなる。

本報では今までの Alnus 属が Alnasfer 属と All1ltS 属に分けるのが穏当になったので，日本産のもの

を和名だけ一応整理し，各種に一般的な最大樹高を念のため付記してみると次のごとくである。

Alnasfer SPACH. (1841)= ミヤマハンノキ属……ミヤマハンノキ (7m) ， オオパヤシヤプシ (15m) ， ヤシ

ヤプシ (10m) ( ミヤマヤシヤブシ)，ヒメヤシヤプシ (7m) ， X カワリヤシヤプシ (10m) ， X タルミハ

ンノキ (10m) ， X イワキノ、ンノキ (7m) 。

Alnus EHRHART (1753)= ノ、 γ ノキ属……カワラハンノキ (7m) (ケカワラハンノキ) , ミヤマカワラハ

ンノキ σ m) ， サグラノ心、ンノキ (7m) ， ハンノキ (25m) (エゾハンノキ)， ヤハズハンノキ (15m) ，

タニガワハンノキ (25m) ， エゾヤマハンノキ (25m) (ヤマハンノキ)， X ヒ戸ハケハンノキ (25m) ( ヒ

ロハハンノキ)。

E 形態学的比較研究

A. 栄養体の比較

まず対象樹種を決めねばならないが，本報では Species (種)を対象とするので，天然雑種は対象外と

することにし，かつ本報により日本産の樹種は全部網らされることとなるので，第 I 報で報告したものの
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Table 2. 各種別，葉各部の形容比較表

Modificate comparison of each parts of leaf by all species. 

1，，:葉形|先端|基脚|鋸歯!奇I時F| 葉柄
:Form of leaflApex of leaf. Base of leaf, Serraωn surface J Petiole 

a. ミヤマハンノキ 広卯一 急鋭頭凸端 円一浅心脚 納i 脈版有存腺毛点 無毛
Alnaster cris戸a， 卵円形
Maximowiczii 

b. ヒメヤシヤプシ 狭卵 長鋭尖頭 広模酔11 低重凸 .I:~， 脈上伏毛 有毛
A. 1う6河dula 広披針形 淡緑色

c. ヤシヤプシ 狭Jji l~ 1~!1i尖頭一 円駄11 低重短凸 };1_，l， はじめ脈上 無毛
A.fiγma 狭卵三角形 鋭尖頭 伏毛，後無毛

d. オオノてヤシヤプシ 卯一 漸鋭頭一 円関i 鋭重 幼脈上伏毛 幼有無毛
A. Sieboldiana 三角状卵形 短鋭尖頭 淡緑色 後毛

e. カワラノ、ンノキ 倒卵模一 円一載頭 広模一棋脚 車問 脈版関腺出毛 微毛腺点
Alnus serrulatoides 広倒卵形 凹頭微凸端 細脈は質

f. ミヤマカワラ 模状倒卯一 円一 広模一棋脚 波状歯牙 脈I夜褐毛 無毛
ノ、ンノキ 模形状倒心円 円頭凹入 淡緑色

A. Fauγiei 

g. サグラノぞノ、ンノキ 倒卵楕円一 短鋭頭一 鈍円一 整正細 脈上軟毛 上面有毛
A. tγabeculosa， 長楕円形 急鋭ilJl j支J仁、脚 または無毛
Nagurae 

h. ヤノ、ズノ、ンノキ 倒心円形 円頭凹入 広模欧11 不整歯牙 幼脈上伏毛 無ば毛， 乾褐け
A. Matsumurae 帯灰粉白色 暗紫色

i. 山ンノキ 長精円卯一 鋭尖~M 鋭一棋脚 細(短凸点) 脈』夜淡赤褐緑色色 無毛
A. japonica 広披針形

j .タニガワノ、ンノキ 広卵円一 漸尖頭一 設 j支心脚 欠鋭刻頭状凸不端整 全面絹毛 灰圧毛密布
A.I河okumae 円形 鋭宮市 脈上顕著

k. エゾヤマノ、ンノキ 広則円一 鈍一円頭 円一被脚 欠刻状不整 有毛時に 有毛または
A. hirsula 広楕円形 無毛 無毛

Table 3. 各種別，葉各部の形態数値比較表

Morphological numerical comparison of each parts of leaf by all species. 

\をofezleatF f 
笑Breadt幅h oもf 阿(ZC)11出F 

側Pa 脈対
of 1. 

AjB AjC irs of 

: (A) (B) 
lat. veins 

cm C押? C押t

4~ 1l 4~8 1~3 l. O~ 1. 5 3.0~6.0 1O~12 

Alnasleγcγispa 
Maximowiczii 

b. ヒメヤシヤブシ 6~15 2~7 O.3~1.O 2.0~4.0 lO.O~17.0 19~30 

A. ρe円dula
c. ヤシヤブシ 5~lO 2.5~4.5 O.7~1.5 2.0~3.0 6.0~9.0 13~18 

A. firma 
d. オオパヤシヤプシ 6~11 3~6 1.O~1.5 し 5~2.5 5.0~7.0 12~15 

A. Sieboldiana 
e. カワラノ、ンノキ 6~1O 4~9 O.7~1.5 1.O~2.0 6.0~9.0 7~9 

Alnus se付ulatoides
f. ミヤマカワラ 5~16 4~16 O.5~2.5 l.O~1. 5 3.0~6.0 8~11 

ハンノキ
A.F.αurzez 

g. サグラハンノキ 5~1O 3~6 O.5~2.0 1.5~2.5 5.0~ 1O .O 9~12 

A. trabeculosa, 
h.JヤVaハ'gzズ{raハ6ンノキ

4~lO 4~lO l < -4 l. O~ 1. 5 3.0~5.0 8~1O 

A. Matsumurae 
i.ハンノキ 5~13 2~6 1.O~3.5 2.0~3.0 3.0~6.0 7~1O 

A. japonica 
j .タニガワノ、シノキ 3.5~9 3~9 1.Oc--2.0 1.O~1.5 3.0~6.0 8~11 

A. InokUmae 
k. エゾヤマハジノキ 7~13 6~13 1. 5~4.0 l. O~ 1. 5 3.0~5.0 8~ 1O 

A. hirsuta 
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うち，交雑種を除き ， A. lnokumae, A. hirsuta, A. jaρonica の 3 種も併記して，比較に便ならしめよう

とするものである。このため Alnasfer 属では， ミヤマハンノキ，ヒメヤシヤフeシ，ヤシヤフ守シ，オオパ

ヤシヤプシの 4~重， Alnus 属では，カワラハンノキ， ミヤマカワラハンノキ，ヤハズノ、γ ノキ，サグラパ

ハンノキの 4 種に第 I 報のハンノキ，タニガワハンノキ，ェゾヤマハY ノキ 3 種を追加して小計 7 種，両

属合計 11 種につし、て吟味することとするわけである。

吟味の方法は， j直物分類学の文献として現在最も信用しうる大井次三郎の報文(i)を主参考として，まず形

b 

e 

Fig. 1 各種別業形図

Figures of leaf form by all species. 

料

a. Alnaster crispa, subsp. Maximowiczii g. A. frabeculosα， var. Nagurae 

ミヤマハンノキ

b. A. pendula ヒメヤシヤブシ h. A. J1Iafsumurae 

c. A. firma ヤシヤプシ i. A. jaρollica 

d. A. Sieboldiω1α オオ"ヤシヤプシ j. A. Inolwm2c 
e. Alnus serrulatoides カワラノ、ンノキ k. A. hzrsufa 

f. A. Fauriel ミヤマカワラパンノキ

サグラノミノ、ンノキ

ヤベス勺、ンノキ

ハンノキ

タニガワハンノキ

エゾヤマパンノキ
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容詞比較をなすべき事項を Table 2 にまとめ，数字比較可能な事項は別にし， Table 3 としてあげてみる。

Table 2 は大井報文6) を樹種別に項目別に列記したほか， タニガワハγ ノキについては，前報を用いた

が，これだけでも全形が顕著に異なることを示すけれども，やはり図示よりは明らかに劣ってし、るので，

先輩の図示からなるべく古いもので，かつ一回りょう然とした葉の図版を摘出して図示すれば Fig. 1 a~ 

k のごときものとなる。

Fig. 1 のうち a は HULTÉN， H.7) , b, c, d は MATSUMURA, J. 8) , e, f, g は SCHNEIDER， C. K. 9) , h は

INOKUMA, T.l0) , i は HARA， H. 11l, j は CHIBA， H.12) , k は KUDO， Y.13) を図示したものである。

Fig. 1 によれば，きわめて類似しているものとしては， b, c, d の 3 種，および f， i の 2 種となるもの

と認められる。

Table 3 の cm は測定結果であるから，その範囲を示したものである。この数値のみよりは葉身/葉幅

と葉身/葉柄との比の方が，より有意義と解される。そのわけは前比では1.0 に近いものほど円形で，数

値が大きくなればなるほど，狭長形となるこというまでもないからであり，後比では 3.0 のように数値が

小さければ小さいほど葉柄が長く， 10.0 以上の数値のものは葉柄が短し、か，逆に葉身が長いかを示してし、

るものである。 さらに側脈は対数を表わしたものであるが，これは b， c, d 3 種の区別に重要であり，他

は e がすくなく， h がやや多いといいうるにすぎない。

以上 Table 2, Fig. 1, Table 3 の 3 者により，日本産ノ、ンノキ類の 11 穂は少なくとも， 楽の形態に

より，それぞれ区別しうることが明らかになったものと認められる。

B. 繁殖器官の比較

第 I 報のごとく，♀会花や花粉の比較研究から球果やタネの比較研究にわたるべきであるが，本報の大

部分の Species (種)は当育種場付近に天然生育するものなく，また残念ながら見本園，樹木闘にもまだ

植栽されておらず，♀ち花の入手不可能であったため，本項の比較研究はもっぱら球果およびタネに限定

せざるを得なかった。こんなわけで 1961 年秋季産の球果，タネに関し各地カ‘ら収集してし、ただいたもの

につき測定した結果を次にかかげることとする。調査対象の樹種別産地は Table 4 のごとくである。

まず樹種別に球果と果鱗(これは 1 球果の中央部を摘出測定した)およびその 1 果鱗の外部に出ている

Table 4. 球果とタネを調査した各種の産地表

Provenance table, measurements of strobiles and seeds by all species. 

a. ミヤマハγ ノキ Alnaster cγispa 北海道阿茶 同 函館七飯 |宮城県蔵王山
Maximowiczii 

b. ヒメヤシヤプシ A. pendulα 青森県大~1l1町 新潟県保木 鳥取県大山

c. ヤシヤプシ A. jirma 茨城県北茨城市 神奈川県林試 長野県三岳

d. オオパヤシヤプシ A. Sieboldiana 宮城県秋保 神奈川県保土ヶ谷 熊本県熊本市

e. カワラノ、ンノキ Alnus serrulatoides 愛知県瀬戸演 岡山県哲多 同前

f. ミヤマカワラ A. Fauγiei 山形県小国 長野県戸隠山 同前
ハンノキ

g. サクラノじ、ンノキ A. trabeculosa, 静岡県浜名湖 愛知県瀬戸演 |岡山県加茂川
Nagurae 

h. ヤハズノYンノキ A. Matsumurae 君[1馬県嬬恋 長野県三岳 同前

i .ハンノキ A. jaρonica 岩手県好摩 同滝沢

j. !7ニガワノ、 γ ノキ A. lnokumae 青森県田子町 岩手県好摩

k. エゾヤマノ、γ ノキ A. hirsuta 北海道光珠内 同野幌
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Table 5. 各種別，球果各部の形態数値比較表

Morphological, numerical comparison of each parts of strobiles by all species. 

球果 Str叫 |果鱗 h…le I 果査部 Bract此舵
ml1l 1/10 171m 1/10 m11l 

A/B コ C ，-"テ D lI C/D i ヨコ E タテ F! ﾊtF 

a. ミヤマハンノキ I 15.9 I 10.5 I 1.52 I 35.8 I 47 ・ 7 I 0.75 I 11 .0 I 

b. ヒメヤシヤプシ 13.4 9.5 1.41 35.5 43.7 0.81 13.7 9.3 1.47 
c. ミヤマヤシヤプシ 22.4 14.5 1.54 45.2 61.3 0.74 19.4 8.4 2.31 
d. オオパヤシヤプシ 25.8 1 ヲ .3 1.34 49.4 74.6 0.66 19.9 9.7 2.05 
平 均 20.5 14.4 1.43 43.4 59.9 0.74 17.7 9.1 1.ヲ4

!言 平 均 18.2 I 江 5 I 1.48 I 32.6 I 53.8 I 0.75 I 比 4 I 7. ヲ I 1.81 

e. カワラノ、ンノキ 16.4 8.5 1.95 
f. ミヤマカワラパンノキ 21.5 7.5 2.87 28.2 I 34.3 0.82 9.7 6.4 I 1.62 
平 均 19.0 8.0 2.41 30.9 I 36.5 0.85 9.8 6.7 I 1.47 

13.5 1.36 69.2 63.2 109l ぺ 62[532g. サクラノ心、ンノキ 20.9 12.4 l 目 69 66.2 55.7 1. 1 ヲ 27.9 I 12.1 I 2.31 
平均 19.6 13.0 1.53 67.7 59.5 1.14 I 30.5 I 9.2 I 3.82 

j. -"ニガワノ、ンノキ 12.5 7.7 1.62 29.0 36.0 0.81 12.2 
k. エゾヤマノ、、ノノキ 20.5 14.7 1.39 62.8 61.2 1.03 34.2 4.0 I 8.55 
h. ヤノ、ズノ\ンノキ 20.4 14.5 1.41 55.9 68.8 o. ヲ5 29.8 7.6 I 3.92 

平 jよJ 17.3 12.1 1.46 48.5 50.5 0.95 24.7 6.0 I 5.04 

属 平 均 18.6 : 11.0 I 1.80 I 49.0 I 48.8 I 0.98 I 21.7 i 7.3 I 3.44 

Table 6. 各種別，タネ各部の形態数値比較表

Morphological, numerical comparison of each parts of seed by all species. 

種子 Seed 種実1/1体O Nut 翼 Wing
1/10mm 鵬首1 10 )河m

タテ G ヨコ H I 比 G/H ヨコ I ヨコ J I J jlî'><!∞」

33.4 33.7 0.99 14.0 2.39 19.7 58 

b. ヒメヤシヤプシ 30.4 30.2 1.00 10.6 2.87 19.6 65 
c. ヤシヤプシ 35.3 26.2 1.35 11.6 3.04 14.6 56 
d. オオパヤシヤプシ 47.0 29.0 1.62 13.0 3.62 16.0 55 
平 :1:&) 37.6 28.5 1.32 11.7 3.18 16.7 59 

属 平 均 35.5 31.1 1.16 12.9 2.79 18.2 59 

e. カワラハンノキ 27.9 21.8 1.29 21.8 1.29 
f. ミヤマカワラパンノキ 25.3 19.1 1.35 18.2 1.39 0.9 5 
子 i匂 26.6 20.5 1.32 

1. ハン ノ キ 38.2 32.2 1.19 29.7 1.29 6.3 20 
g. サクラノ心、、/ノキ 35.3 29.1 1.22 29.1 1.22 
平 均 36.8 30.7 1.21 19.1 1.ヲ2 11.9 39 

i .タニガワ ρンノキ 22.1 l ヲ .8 1.12 10.5 2.10 9.3 47 
k. エゾヤマハンノキ 35.2 27.4 1.28 17.6 2.00 9.8 36 
h. ヤハズノ、ンノキ 38.5 28.8 1.34 28.8 1.34 
平 均 32.1 26.0 1.23 15.5 2.07 10.5 41 

属平均 I 31.8 I 25.7 I 1.25 I 17 ・ 3 I 2 ∞ I 11.2 I 40 
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主主部(これを果省部と仮称した)を測定したものが Table 5 であり，次に各樹極別にタネに関し，タネ全

体(種子)とハネ(翼)の関係およびタネの実体(種実体)等を測定したものを Table 6 として示した。

Table 5 の結果，球果のタテ長ではオオパヤシヤプシが最大で，ヤシヤプシとミヤマカワラハンノキが

それに次ぎ，逆にタニガワハシノキが最小で，ヒメヤシヤブシ， ミヤマハンノキがそれに次かでいる。球

果のヨコ長では，オオパヤシヤプシが最大でエゾヤマハンノキとヤシヤプシがそれに次いでおり，逆に最

ノj、はミヤマカワラハンノキでタニガワハンノキとカワラハンノキがそれに次いでいる。タテ，ヨコの比に

おし、てはさヤマカワラハンノキが最大で，カワラハンノキとサクラノ心、ンノキがそれに次ぎ，逆にオオパ

ヤシヤプシが最小でハンノキとエゾヤマハンノキがそれに次し、でいる。すなわち，球果で特徴的なのは，

オオパヤシヤプシはタテ長もヨコ長も最大値であるため，かえって比が最小である。ヤシヤプシもタテ，

ヨコとも大きいが比が前者よりは大きか。このことは前者のヨコ長の数値が顕著に大きし、こと，すなわち

円味が強いことを示してし、る。ミヤマカワラハンノキはタテが大きく，ヨコが最小であるため比が最大で

ある。カワラハシノキはタテが普通で、，ヨコが小さかため，比もかなり大きか。この比の大きいことは細

長いことを意味するので， ミヤマカワラハンノキは日本産で最も細長し、球泉を持つといえる。タニガワハ

ンノキとヒメヤシヤプシは夕子，ヨコとも数値が小さいが比はそれほど小さくもない。エゾヤマハンノキ

はタテは普通，ヨコが大きいので比は小さくなっている。

果鱗は球呆の上，中，下によって形や比に差を生ずるが，ー率に中央果j鱗のみをみた場合，果鱗のヨコ

長についてみれば，最大はハンノキで，サグラパハンノキとエゾヤマハンノキがそれに次ぎ，最小はミヤ

マカワラハンノキでタニガワハンノキとカワラハY ノキがそれに次L、でし、る。果鱗のタテ長についてみれ

Jま，最大はオオノミヤシヤプシでハンノキとヤシヤプシがそれに次ぎ，最小はミヤマカワラハンノキでタニ

ガワハンノキとカワラハンノキがそれに次いでいる。果鱗のこれらの比にっし、てみれば，最大はサクラパ

ハンノキで，ノ、ンノキとエゾヤマハンノキがそれに次かでおり，最小はオオノてヤシヤプシでヤシヤプシと

ミヤマハンノキがそれについでいる。果鱗の特徴的なものは，ハンノキ，サクラノミハンノキ，エゾヤマハ

ンノキが各項目において数値が大きく， ミヤマカワラハンノキ，カワラハンノキ，タニガワハンノキが逆

に各項目におし、て数値が小さい。またオオノぞヤシヤプシ，ヤシヤプシはタテ長が大きく比が小さし、。全体

泊甘にみた場合，比におし、て，サグラパハンノキ，ハンノキ，エソ.ヤマハンノキ，ヤハズハンノキが数値が

大きく，タテ長よりヨコ長の大きいことを示し，逆にオオノぞヤシヤプシ，ヤシヤプシ， ミヤマハンノキ，

ヒメヤシヤプシ ， !J ニガワρ ンノキ， ミヤマカワラρンノキ，カワラハンノキが数値が小さくて，ヨコ長

よりタテ長が大きいことを示してかる。すなわち，概略的には Alnus からカワラハンノキ群を除いたも

のの比が大きく，逆に Alnaster の全部と Al抑制のカワラハンノキ群の比が小さし、といし、うるようであ

る。ことでの例外はタニガワハンノキで， これは Alnus であるにもかかわらず Alnaster に近し、数値を

なしている。

果萄部のヨコ長につし、てみれば，最大はエゾヤマハンノキでυ、ンノキとヤハズハンノキがそれに次ぎ，

最小はミヤマカワラハンノキでカワラハンノキとミヤマハンノキがそれに次いでいる。果省部タテ長につ

いてみれば，最大がサクラノξハンノキで，オオパヤシヤブシとヒメヤシヤプシがそれに次いでおり，最小

はエゾヤマハンノキで，ハンノキとミヤマカワラハシノキがそれに次いで、いる。果査部のヨコとタテの比

をみれば，最大はエゾヤマハンノキで，ハンノキとヤハズハンノキがそれに次ぎ，最小はカワラハンノキ

で，タニガワハンノキとヒメヤシヤブシがそれに次し、で、し、る。この比の大きし、ことはヨコが大きくタテ長
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が小さいことを示し，それは外観上横広く見えることになる。逆にこの比の小さし、ことはヨコとタテの差

が少ないことを示し，それは外観上タテ長く見えることになる。特徴的なのは， きヤマカワラハンノキと

カワラハンノキの両者のみが，ヨコ長が顕著にj突し、ことであり，また，エゾヤマノ、ンノキ，ヤハズハンノ

キ，ハンノキ，サグラノ心、ンノキが逆に，ヨコ長が著しく広い群に当たっていることである。なおサクラ

ノ心、ンノキのタテ長が，他にぬきんでて大きい数値を示すことも顕著な点、である。

球果から見た場合， Alllasfer 属ではオオノ Tヤシヤプシとヤシヤプシの数値が大きく，ミヤマハンノキと

ヒメヤシヤプシのそれが小さかようであり ， Al11llS 属ではハンノキとサクラノ心、ンノキの数値が大きく，

エゾヤマハンノキとヤハズハンノキがそれに次ぎ，カワラハンノキ， ミヤマカワラハンノキおよびタニガ

ワハンノキのそれが小さレのが一般のようである。

Table 6 によればタネの測定項目中，タネの全体(タネの実体とハネを合したもの)としては，タテ長

では最大のものがオオパヤシヤブシで，ヤハズノ、ンノキとハンノキがそれに次ぎ，最小のものはタニガワ

J、ンノキで，カワラノ、ンノキとミヤマカワラハンノキがこれに次し、でいる。ヨコ長では最大がミヤマハン

ノキで，ハンノキとヒメヤシヤプシがそれに次ぎ，最小のものはミヤマカワラハンノキで，タニガワハン

ノキとカワラハンノキがそれに次レでいる。両者の比では最大がオオパヤシヤプシで，ヤシヤプシとミヤ

マカワラハンノキがそれに次ぎ，最小がミヤマハンノキで，ヒメヤシヤプシとタニガワハシノキがそれに

次いでレる。このうち， ミヤマハンノキのみはヨコ長がタテ長よりやや大きく，他はし、ずれもタテ長の方

が大である。

種実体(タネの実体)では，タテ長は大体タネのタテ長と一致するものとし，ヨコ長だけ測定したが最

大はノ\ゾノキで，サクラパノ、ンノキとヤハズハンノキがそれに次ぎ，最小はタニガワハンノキでヒメヤシ

ヤプシとヤシヤプシがそれに次し、でし、る。なお，カワラハンノキとヤハズハンノキおよびサクラパノ、ンノ

キは，タネにハネがないのでタネのヨコ長が，そのままこの数値となる。種実体のタテとヨコの比では最

大がオオパヤシヤプシで，ヤシヤプシとヒメヤシヤフ'シがそれに次ぎ，最小はノ\ネのなし、サクラパノ、ンノ

キで，山ンノキとカワラハンノキがそれに次いでかる。

一般に Alnasfer に属するものは比が大きく，それは種実体が細長し、ことを示し ， Alnus に属するもの

は比が小さく，ことにハネがないか，または小さいサグラノじ、ンノキとハγ ノキおよびカワラハンノキと

ミヤマカワラハンノキなどが最も数値が小さく円形に近し、ことを示している。

翼すなわちノ、ネのヨコ長は最大がミヤマハンノキで，ヒメヤシヤプシとオオノミヤシヤプシがそれに次

ぎ，最小はハネのないカワラハンノキ，ヤハズハンノキおよびサクラノ心、ンノキ等を除きミヤマカワラハ

ンノキで，ハンノキとタニガワハンノキがそれに次いでし、る。このノ、ネのヨコとタネ全体のヨコ長との比

の%は，最大がヒメヤシヤプシでミヤマハンノキとヤシヤフ守シがそれに次ぎ，さらにとれらにオオパヤ

シヤプシを含めて 4 者ともにノ\ネのヨコ幅がタネのヨコ幅より大きくなってし、る。最小はミヤマカワラハ

ンノキで，ハンノキとヱゾヤマハンノキがそれに次いでし、るc

一般に， Al向。ster に属するものはハネが種実体のヨコより大きく半分以上を占め， Alnus はハネが小

さく 2~4 割程度を占めてかるか，または全くハネのないものを含んでかる。タネから見て Alnasfe~ に

属するものは種実体の比が大きく，ハネの此もまた大きし、共通点を有するが， Alnus に属するものは種実

体の比が小さく，ハネの比も小さし、共通点がある。

この両表から相互の類似関係を吟味してみると ， Alnasfer 属ではオオパヤシヤプシ，ヤシヤプシ，ヒメ
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Fig.2 各種別果鱗の外形とタネの図

ヤシヤプシの 3 者は，球果，果鱗，果沓部お

よび種子においてもそれぞれ区別しうるほど

の大差を生じて，それぞれ Species として立

紙な独立種であることを認めしめる。ミヤマ

ノ、ンノキは，球果関係の数値ではヒメヤシヤ

プシと区別し難いが，タネの数値で明らかに

異なるので Species としての差あるは当然で

ある。

Alnus 属では，カワラハンノキとさヤマカ

ワラハンノキが球果そのものの形に差があ

り，他の果鱗，果登昔日，タネの数値は類似し

ているので，きわめて近接したものであるこ

とが知られる。タニガワハンノキ，エゾヤマ

ノ、γ ノキ，ヤハズハンノキの 3 者では，タニ

ガワハシノキのみは明らかに Species として

区別しうるほど異なるが，残りの 2 者は球果

関係からタネ関係まで，きわめて類似した数

値をもち区別困難であるが，果査部のタテ長

と比およびタネのハネの有無で異なるから

Species の差が認められる。ハシノキとサグ

ラパノ、シノキでは，それぞれ数値が似てし、る

が，やはり果査部のタテ長と比およびタネの小ノ、ネの有無とで Species の差を認めしめる。

以上は数字的に取り扱ったものであるが，果琶部およびタネを種別に図示することにより，最も明りよ

うに区別されるから，それぞれを Fig. 2 a~k に示:す。なお本図のうち b， c, d の 3 図は生球果であり，

他はすべて成熟乾燥球果である。

Fig.2 により 11 種を比較すれば果鱗の外形とタネにおいて， a のミヤマハンノキは萄部が三角形で，

k のエゾヤマハンノキに似ているが，小葱部は円頭で・シワがあり，タネではハネが種実体と同長であるが

幅が最も広い。 b のヒメヤシヤプシでは，萄部の基が広く先端は顕著に三角形となっており，この三角形

部は成熟n奇ーまでには落ちやすい。小菅部は円状三角形で微毛を密布する。タネのハネは種実体より長い。

c のヤシヤプシでは，省部の基が広く先端は狭三角形となり反転する。これは成熟時までに落ちやすし、。

小萄部は円頭で無毛タネのハネは穫実体よりかなり長し、。 d のオオパヤシヤプシでは，萄部の基が広く先

端は長三角形となり反転する。これは成熟時までには落ちやすい。小宮部は円頭浅裂で無毛。

以上 Alnaster で共通のことは，タネのハネが大形である点のみであり， a のミヤマハンノキは 1 種の

み特別で他の b， c, d の 3 種は，省部の基が広く先端が三角形となり，それが成熟時までには落ちやすい，

という共通点がある。すなわち，この点から Alnaster ではミヤマハシノキ群とヤシヤプシ群とに分けら

れるようである。

e のカワラハンノキでは，省部の基がきわめて狭く倒卵状三角形をなして小形である。小壱部は戴状円
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頭で 4 裂し大形でタネにはハネがない。 f のミヤマカワラハンノキでは，査部の基が狭く楕円状三角形を

なして小形で、ある。小宮部は薮頭で大形で‘ある。タネにはきわめて狭いハネがある。この 2 種は萄部やA、

萄部の形が似ているが，タネのハネが異なるだけで似たものであることがわかる。 g のサクラノミハンノキ

では査部が広心形で大きく，小葱部は内側の 2 片は円頭で両側のものは波頭をなす，タネにはハネがな

い。 i のハ γ ノキでは笥書店が広心形で小さく小菅部は円頭，タネには狭いハネがある。この 2 種は萄部が

広心形をなす点が一致している。 j のタニガワハγ ノキは第 I 報のごとくであるが，萄部は三角形で大形

であり小壱部も鈍三角頭をなす。タネにはかなり広し、ハネがあるが形は円形で，穐実体にそう形をなして

かる。 k のエゾヤマハンノキも第 I 報のごとくであるが，葱部は三角形で小形であり，小萄自illは円頭をな

す。タネにはハネがあるが広さは小さい。 h のヤハズハンノキは萄部が三角形でかなり大きく，小萄部は

波頭をなす，タネにはハネがない。

以上 AII1US で共通のことは，タネにハネがあっても小形で、あることだけで，他にカワラハンノキとミ

ヤマカワラハシノキは萄が小形でソj、宮部が広く大きい共通点があり，タニガワハンノキとエソーヤマハγ ノ

キおよびヤハズハンノキでは，奮が三角形をなす共通点があり，さらにサグラパノ、ンノキとハンノキとで

は萄部が広心形をなす共通点、を有する。それゆえ Al11U5 はカワラハンノキ群，ヤマハンノキ群およびハ

ンノキ群の 3 群に分かれるようである。

c. 形態のまとめ

以上のうち栄養体の比較からは全形と側脈対をとり，繁殖器官の比較から球果比，果鱗比，果萱比，ハ

ネ比および果沓形をとって一覧表に再掲したのが Table 7 である。

Table 7. 各種別，集団))IJ，葉および球果の比較取りまとめ表

Arrangement comparison of leaf and strobile by all species and groups. 

葉形
Form of leaf 

ミヤマノンノキ |広卵卵円形

ヒメヤシヤプシ 狭卵広披針形

ヤシヤプシ 狭卯一狭卵三角形

オオパヤシヤプシ 卵一三角状卵形

カワラノ、ンノキ 倒卵模一広倒卵形

ミヤマカワラ 模状倒卵模ー
ノ、ンノキ 状倒心円形

…-l 倒gllm F9-!t
ンノ キ 長橋円卯一広披針形

ヤハズハγ ノキ 倒心円形

タニガワノ、ンノキ 広卵円一円形

エゾヤマハンノキ 広卵円一広楕円形

1O~12 

19【~30

13~18 

12~15 

7~ 9 

8~11 

9~12 

7~JO 

8~1O 

8~11 

8~1O 

1.5 0.8 

1.4 0.8 1.5 長三角(脱)

1.5 0.7 2.3 長三角(脱)

1.3 0.7 2.1 長三角(1I!í.)

0.9 1.4 狭三角

0.8 1.5 狭三角

1.7 1.2 2.3 広心

1.4 1.1 5.3 広心

1.4 1.0 3.9 三角

1.6 0.8 1.4 三角

1.4 1.0 8.6 三角

ハネ比
Ratio 

of wing 

58 

65 

56 

55 

。

5 

。

20 

。

47 

36 

Table 7 によると，全形はとにかくとして数値は各群ごとにそれぞれ類似していることが明らかであ

り，それが果萄形によってきわめてハッキリ区分されていることが知られる。ここでかりに群としたのが

Section に当たると信ずるので，学名で整理してみると次のごとくになる。
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Alllaster 属， All10betula 節 a. A. crisρa Maximowiczﾏl 

" , Bifurcatus îtìi, b. A. ρendula 

" , " , c. A. ji円na

" , " , d. A. Sieboldial1a 

Alnus 属， Fauriae 節 e. A. serrulatoides 

H ‘" , f. A. F，α11γiei 

" , Maritinzae 官[1， g. A. frabeculosa Nagurae 

" " , i. A. japonica 

" , Glutinosae tiíJ, h. A. Matsumurae 

" H , j. A. Inokumae 

" " , k. A. hirsuta 

なお胤)JIJの Section の比較および記載は次報におし、て公表の予定である。

町地理分布に関する研究

tì'n 報で取り扱った，高木性のものにはエソ'ヤマハンノキ(ヤマハンノキを含む)とハンノキ(エゾハ

ンノキを含む)の両種のごとき広範分布種と， ヒロノ、ケノ、 γ ノキ(ヒロノv、ンノキを含む)やタニガワハ

ンノキ両樋のごとき断続分布種とがあることを報告したが，本報で取り扱う 8 種につし、てみるに，日本の

北海道から木州を経て四国，九F・H まで分布するような広範分布のものがなく，しし、て広範分布種を尋ねれ

ば本チ|ド1 1 許11以北から北海道を経て樺太，千島，カムチャッカ，ウスリー，朝鮮等北方に広く分布するミヤ

マハY ノキと木州中部以南，九州、|にわたって，ところどころに出現し日本では断続分布種にみえるが，シ

ナ大陸の南東部にまで広く分布するサグラパハンノキとの 2 種がこれに相当するものであろう。他の 6 種

の分布をみるに断続分布ではなく，日本の中で極限された地域にしか分布しない日本特産種のみであるか

ら，この 6 種は極限分布種とでも称すべきものであろう。それにはヒメヤシヤフeシ，ヤシヤプシ，オオパ

ヤシヤプシ，カワラハンノキ， ミヤマカワラハンノキ，ヤハズハンノキ等が属する。

本報では前線の分を除き， Species の下の Varietus (変種)の分布は Species で同時に取り扱い，交

雑穐もそれぞれ取り扱うこととするので 11 種 3 変種について調査してみることとなる。

分布資料を集めるに当たり，まず束大農学部は猪熊教授のご高配によりその脂葉}ilïを拝見し，東大理学

部脂!案作11は原・前川両教授および山崎氏のご高配を賜わり，国立科学侍物館脂葉庫は佐竹・奥山両氏のご

高配を賜わった。ここに改めて感謝の意を表する。

地元東北地方の分布については筆者の集めた青森営林局資料のほか，各県の植物誌や筆者の旅行で集め

たものを網羅したので，産地名が東北地方で、最も密になっていることは否定できない，その点はあらかじ

めお含み置き願いたい。

A. 各論

a. ミヤマハンノキの分布を調べると日本国内では北海道から本州中古11にわたって諸高山に知られてい

る。その産地は次のごとくである。

北海道一一硫黄山 ラウス岳オンネベツ(館脇， '54)c 標津岳弟子屈(岡本， '56) 。オアカン岳 メ

アカン岳(館協， '27)。置戸山 三国山(館脇， '54)。利尻島 レペン島(宮部， '34) 。トイカンベ
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ツ(館脇， '28) 。大雪山一十勝岳(館脇，中井， '30) 。芦別岳一夕張岳(西 111 ， '19) 。札内在j. (帯広営

林局)。アポイ fÉí ラッコ岳(中井， '30) 。豊似岳(光珠内育種場)。札幌一定山渓(松村， '02) 。札

幌面(村井， '24) 。室蘭(松村， '02) 。樽前山(一一一一一)。ホロホロ山(白老営林署)。羊蹄LlJ (倶

知安営林署)。大平山 狩場山一長万部岳(館脇， '58) 。駒ヶ岳(松村， '02) 。横津岳ー袴腰山一三森

山 恵山(山本， '32) 。松前町(怯付， '02) 。奥尻島(松村， '02) 。

青森 猿ケ森(村井， '37) 。釜臥山(村井， '37) (籾L!J ， '57) 。八甲田山 (FAURIE，京大I!fl)， (小泉，

東大理) , (木梨，京大理)， (服部，東大理) , (村井， '35) 。奥入i頼(村井， '35) , (雪ノ浦，京大理)。

岩木山(水島，以大flll) 。白神山(村井， '39) 。

岩手一一姫判1LI J (悩 IJI ， '35) 。早池峯(小倉，東大理)， (木田，東大理)， (北村，京大理)， (村井， '35) 。

五葉山(村千九 '39)。八幡平(菊地， '52) , (村井， '55)。岩手1.L1 (鳥羽，東大国)， (FAURIE，京大王型) , 

(村井， '35) 。駒ヶ岳(村井， '35) 。橋場(村井， '35) 。世\1明神(村井， '29) 。和賀岳(福岡， '35) 。焼

石岳(福凶， '35)0 itiJ lI岳(村井， '30) 。

秋田一一八幡平(原，京大理)， (村松， '32) , (佐伯， '34) ，孔頭山(小林， '54) ，駒ヶ岳(小林，京大

理) , (佐 1 1' 1 ， '34) ，栗駒山(小林， '54) 。鳥海山(大久保，東大理)， (村松， '32) 。

宮城一一栗駒山(村井， '35) 。船形山(村井， '35)。雁戸UJ (村井， '35)。蔵王 l.lJ (中原，東大理)， (村

井， '35)。不忘 111 (村井， '35) 。

山形 鳥海 11.1 (松1、す， '02) , (結城， '34) 。神室山(結城， '34) 。船形山(結城， '34) 。蔵王山(結城，

'34) 。紫 111 (結城， '34) 。月山(矢田部，東大型ll) , (紡城， '34) 。朝日岳(結城， '34) , (佐藤， '34) 。

飯豊山(紡城， '34) 。行妻山(結城， '34) 。

福島一一吾妻 UJ (武日1 ， '38), (小林， '55) , (中原，東大J:1Ü。西吾妻山(武田， '38) 。安達太良(武田，

'38) , (小林， '55) 。沼尻山(武田， '38) 。磐梯山(武田， '38) , (小林， '55) , (服部，東大理)。飯豊

山(小林， '55)。会津(松村， '02)。甲子山(小林， '55)。八溝山(小林， '55)。会津沼沢(小林， '55)。

櫓枝岐(小林， '55) 。尾瀬三池(村井， '56) 。熔岳(中井，京大理)， (原，東大理)。

栃木一一赤薙山(ド1:1凡 '36) 。女峯山(中井， '36) 。大真名子山(中井， '36)。男体山(中井， '36)。白

根山(中井， '36) 。那須岳(陛下， '62) 。

新潟一一佐波(森， '59)。飯豊山(博物調査会， '09) 。浅草ー岳(博物調査会， '09) 。苗場山(水島， '59) 。

妙高山火打LlJ-~jWJ (平松， '50) 。

山梨←一-73士山 (FR. & SAV, 1875) , (松村， '02), (牧野， '14) 。鳳恩山(横内， '52) 。七而山 o昔熊，

'34) 。

長野一一首場山一岩菅L!l (横内， '52) 。雨飾山一←戸隠山(横内， '52)。金峯山 甲武信岳(横内， '52) 。

多科山 八ヶ岳(横内， '52) 。霧ケ峯(本田， '41)。白馬山一鹿1[1鳥槍(横内， '52) 。祖父岳一蓮華岳(横

内， '52) 。双六岳ー槍岳一総高岳(横内， '52) 。燕岳 常念岳(横内， '52) 。上高地(中井， '30) 。乗

鞍岳(横内， '52) 0 ;，1'\1岳(水島， '58) 。甲斐駒ヶ岳(横内， '52) 0 Ii IJ丈岳塩見岳(横内， '52) 。赤石

岳(横内， '52) 。型岳光岳(横内， '52) 。木曾駒ヶ岳(横内， '52) 。空木岳←南駒(横内， '52) 。

富山一一ー立山(松十 J ， '02) 。

石川一一白山 (FR. & SAV, 1875) 。

この位置関係は Fig.3 に示す。



36 - 林業試験場研究報告第 154 号

f 
F 

J 

Alrta.ster crìsp仏，
Mo.ximowìCl ii ，卜jo.ximowiczii

。 Qð
.~ 

o<J 
....:...ーーー

Fig.3 ミヤマハンノキの分布図
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Distribution map of Alnaster cris，ρa， Maximrnυiczii， Maximowiczii 

本種の南限界付近の状況は最南限は静岡県富士山 (Lat. 350 20'N, Long. 138045'E) で，西南限は石川県

白山 (Lat. 360 10'N, Long. 136050'E) である。日本以外では朝鮮一沿海洲の高山から樺太一千島ーカムチ

ャッカにわたり， NE Asia に広範に分布している。本種の変種としては，樺太から!多毛形としてカラフ

トミヤマハンノキが報告されているので，樺太では無毛形と多毛形が混生しているらしく，多毛形は本種

の北方変種となるものであろう。本変種の現在知られている樺太内の産地は次のごとくである。

北健太一-Schmidt 半島， Oha, Nyiwo (ともに MIYAB. & KUD.) 
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山林奇治 71く関係資料 1 (1933) 
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Fig. 4 ヒメヤシヤプシ砂防楠栽地位置図
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Location map about plantation of erosion control on Alnaster penditla 

商樺太ー-Poronai (小泉)， Shikka (宮部，工藤)， Tarankotan (宮部)， Uneton-nai (宮部)
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なお筆者13) はかつて 1932 年にカラフトミヤマハンノキを本州岩木山産として報告したことがあるが，

それは精査の結果，きヤマハγ ノキとヒメヤシヤプシの交雑種，イワキハンノキ Alnaster Hosoii (Mrz.) m 

であったので，謹んで訂正させていただきお詫びする。

b ・ヒメヤシヤブシの分布を調査すると，北海道においては北端付近から存するけれども大路日本海海

岸に傾き，本州北部においては盛岡一白河線以西のみで，以東の北I:.w系や阿武隈山系には認められない
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から，これまた日本海岸に多し、こととなるが以南西においては，神奈川県，和歌山県ならびに四国の瀬戸

内海海岸等に知られており，以北の日本海岸生すなわち，裏目:本系樹木のようすが認められなくなる。し

かるに本種は古く林業関係者や地方人がハゲシパリと称して，山地裸地の被覆樹木として治山用に使用せ

られ，殊に大正一昭和中期間は滋賀県等から大量の首木が治山用として移され，各地に植栽された形跡が

あるので農林省山林局当時の資料15)16) により，本種の植栽地を図示したのが Fig. 4 である。本図のうち

には天然生育地の付近に植栽したものもあるようであるが，その砂防相栽地に生育したものも資料にはい

f 
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‘o~ 
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Yig.5 ヒメヤシヤプシの分布図

Distribution map of Alnasfer pelldztla 
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って u、ることが明らかなので，本図により本種の標本を天然と植栽に区分することができたので，産地資

料は次のごとくであり，それを図示したのが Fig. 5 である。

北海道一一

天塩一一天塩郡トイカンペツ北大演習林(猪熊，東大農)。

石狩一一札幌郡定山渓(松村，東大理)。

後志 島牧郡泊川，太平山，西島牧(館脇， '58) 。

渡島一一茅部郡当別丸山(山本)，槍山郡ーノ沢(倉田，東大農)，檎山郡厚沢部)1 1 (館脇， '51) ，上

磯部木古内川および知内川(舘脇， '53) ，吉岡山道(宮部・徳淵，東大!_!Il)。

青森県一一下北郡大畑町薬研(村井)，下北郡川内町畑および野平(村井)，下北郡東通村猿ケ森(村井)，

下北郡近川(村井)，上北郡甲地村横沢，千曳，清水目(村井)，上北郡天間林村大坪川(村井)，青森

市 (FAURIE，京大理)，青森市戸門，横内(村井)，八甲岡山;(郡場，東大王里)， (細井， ~東大理)， (桜井，

科博)， (水島，京大王型)， (猶原，京大理)，上北郡蔦温泉(村井)，東津軽郡平館村(黒沢，東大理) , 

東津軽郡今別町(富田)，東津軽郡三厩村増川(村井)， 同郡蟹田町i頼辺地(村井) , 青森市奥内内真

部川(村井)，南津軽郡平賀町葛川(村井)，南津軽郡碇ケ関村(村井)，南津軽郡大鰐町(村井)，弘

前市 (FAURIE，京大理) ，弘前市千年(村井) , 岩木山(細井，東大理) , 弘前市岳温泉(岩川，東大

理)，中津軽郡相馬村相馬，舟打(村井) , 西津軽郡深浦町追良瀬，深浦，向日神岳(村井)， 西津軽

郡岩崎村岩崎，大間越(村井)。

岩手県一一岩手郡松尾村竜ケ森(福田，京大理)，八幡平(村井)， 岩手山(桜井，科博)， 岩手郡滝沢

村一本木(鳥羽，東大理)，岩手郡雫石町，葛根回，橋場，鷺宿(村井)，紫波郡箱ケ森，南昌山(岩

大)，紫波郡紫波町(岩大)，花巻市台山，湯口(村井)，和賀郡沢内(村井)，和賀郡入畑，牛形山(付

井)，胆沢郡胆沢村焼石岳，前J 11 (付井)。

秋山県一一大館市長木(村井)，八幡平(村井)，森吉山(原，東大理)，太平I lJ (村松，東大理)，秋田

市仁別(村井) ，秋田市旭川(佐伯)， flU北郡西木村櫓木内(佐伯)，雄勝郡雄勝町秋ノ宮(村松)，栗

駒山(村松)，巾利官11西目付(村井)，由利郡鳥海山麓(村松，東大理)。

宮城県一一栗駒Li l (H 井) ，玉造郡鳴子町鬼首，寒ì$';，蟹沢(村井)，加美郡宮崎村田代(木付)，加美郡

小野田村 i茶沢(木村)，船形山(村井) , 宮城郡宮城村定義，奥新川(村井)， 名取郡秋保村野尻(村

井) ，柴 IJI郡川崎村笹谷(村井)，川崎村青根(根本，科!守)， (一一，東大理)，川崎村雁戸山(村井)" 

蔵王山(籾山，東大!_!Il) ，刈田郡七ケ宿村横川(村井)。

山形県一一最上郡真室川町及位(村井)，最上郡最上町堺問(村井)，北村山郡船形山，面白山(結城) , 

村山市甑岳(結城)，山形市笹谷峠(結城)，米沢市一年峯，奈手山(小泉，東大理)，米沢市吾妻山姥

湯(小泉，東大理)，鳥海山(結城)，羽黒山(松村)，月山(前川，東大理)，鶴岡市湯田 J 11 (結城)，

鶴岡市金峯山(森，東大理)，朝日岳(結城)，飯豊山(-，東大理) 0 

福島県 伊達郡桑折陸合(村井)，福島市大笹生(村井)，吾妻山高湯(小林)，西白川郡甲子山(小

林)，耶麻郡裏磐梯(村井)，磐梯山(中原，東大理)， (田代，科博) ，飯豊山(鈴木，東大農)，西会

津町(小林)，西会津町九才坂峠(村井)，南会津郡櫓枝岐付(村井)，尾瀬(大井，京大理)， (北村，

京大理)。

新潟県一ー東蒲原郡津川町(山崎，東大理l，東蒲原郡三川村(船ヲ1)，加茂市(力日茂農林高校)，北魚沼
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郡守門村(船ヨ 1) ，南魚沼郡湯沢町土樽(倉田，東大差是)，ユーズ山(一一，東大理)，デュ村←-，

東大理) ，苗場山(倉田，東大農) ，妙高山(船ヲ1)，佐渡両津市(県林試)。

栃木県 那須郡三本槍岳(陛下)，塩谷郡日留賀岳(鈴木 '56) ，日光市裏見(伊藤，東大理)。

群馬県一一尾瀬至紅、岳(水島，東大理)，利根郡清水峠 (r~ 111，東大王~D ，谷川 l岳(武井，東大農) , (山

崎，東大理)。

長野県一一下水内郡(横内)，戸隠山(長野営林局)。

富山県 下新川郡朝日町(金井，科博)，黒部市僧ケ岳(永井，東大I里) ，魚津市毛勝山(永井，東大

理) ，立山(íÌÍJJII，東大理)，富山市(富山営林署)，婦負郡池多村(古藤，科博)，婦負郡山田村牛岳

(柄野，科 I専) ，東嘱波君[1上平村(倉田，東大農)。

石川県一一鳳至郡能都町(堀，東大農)，石川郡白峯村赤岩(二階，科博)，白山湯本(松村，東大理)。

福井県 武生市日野山(田代，科博)，三方郡三方町(恥科博)。

岐阜県一一養老郡養老滝(金井，東大理) 0 

ìi*賀県一一ー大津市円山(橋本，東大理). (これは天然生なりや? ) 

京都府一一京都市貴船(山崎，東大理)。

兵庫県 永上郡春日町国領(細見，科博)。

鳥取県 大山(沢田，東大理)。

岡山県一一真庭郡八束村蒜山，鳥大演習林(斉藤，東大農)，真庭郡川上村(県林試)。

植栽として明らかなもの……

神奈川県÷一一藤沢市江ノ島(籾日J，東大王里) ，足柄下郡箱恨長尾峠(金井，東大理)，足柄下郡箱根(原，

東大理) 0 

1和歌山県 伊都郡高野山(中島，東大王里)，西牟婁郡ネ婁町長野(中島，東大工町，田辺市新庄(中島，

東大理)。

大阪府一一セツツ山本(富樫，東大理)。

兵庫県ーー神戸市布引(久内，東大理)，小野市(松島，科|専) ，三原郡三原町八木(一一，東大王里)。

広島県一一広島市(津山，東大理)。

香川県一一木田郡三木町(J 11崎，東大理)，三豊郡仁尾町 (J 11崎，東大理)。

愛媛県一一新居官官角針町(越智，東大理) ，周桑郡今治市波止浜町(木村，東大理) ，越智郡波方村(木

村，東大理)。

これによると北限たる北海道天塩郡トイカンベツ北大演習林 (Lat. 450 30'N, Long. 141055'E) から南

に栃木県日光 (Lat. 36045' N, Long. 139035'E) を経， さらに南西に岐阜県養老 (Lat. 350 15'N, Long. 

136035'E) を経て， 西限界の鳥取県大山 (Lat. 350 20'N, Long. 133030'E) に至っており， この線の西

北側，すなわち日本海沿岸が生育地帯である。かわゆる完全な形の裏日本系樹木に当たることが認められ

る。

なお，本穫にはまだ変種として地域的なものは認められていなし、。

c. ヤシヤブシとミヤマヤシヤブシとは同一種の変種関係にある。この両変簡の差は葉と幼条が無毛か

有毛かで区別されるもので，すでに陛下16) が観察されたとおり，那須付近では夏以後有毛品と無毛品が混

在すると報ぜられたが.あるいはそういうものかも解らなし、けれども，多数標本を見る侍は猪熊一倉田18)
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がいわれたとおり，無毛品が九州一四国方面の西南部に多く，有毛品が本州の中部一関東地方に多いこと

が認められる。それで無毛品は南方形，有毛品は北方形と解するのが当然とみられる。

無毛南方形のヤシヤプシは南限界(南西限)を鹿児島県屋久島 (Lat. 300 30'N, Long. 130030'E) とし，

北東限は静岡県小笠郡相草 (Lat. 400 05'N, Long. 138000'E) に当たると資料がいっているが，前記陛下161

の報告もあり北東限はさらに進むかもわからない。その資料は次のごとくである。

静岡県一一ノj、笠郡柏草(橋本，科博)。

三重県一一阿山郡赤目(黒川，科博)。

奈良県一一吉野郡大峯山(村田，科博)。

大阪府一一南河内郡金剛山(富樫，東大理)。

兵庫県一一三原郡三熊山(里見，科博)。

高知県一一高岡郡矢筈山(牧野，東大理)。

愛媛県一一上浮穴郡面河村面河山(一一，科博)。

大分県一一大分市(営林署) , (富田，東大農) , }]IJ府市(中井，東大理) , 由布岳(池野，東大農) ，久

住山(団代，科博)。

福岡県一一入女郡矢部村三国山(田代，科博)。

佐賀県一一膝津郡多良岳(山崎，東大理)， (外山，科博)。

長崎県一一南高来郡雲仙岳 (GRAET厄X，東大狸)。

熊本県一一菊池市八方ケ岳(徳永，科博)，阿蘇山(矢部，東大理)， (島田，科博)。

宮崎県一一日南市飲肥(長沢，東大理)，洞岳(籾山，東大理)。

鹿児島県ー一一韓国岳(団代，科博)，霧島山(猪熊，東大農)， (松村，東大理) , (明日山，科博) ，桜島

(橋本，東大理)， (伊藤，科博)，屋久島(猪熊，東大農)， (正宗，東大理)。

次に有毛北方形のミヤマヤシヤプシは北東限が福島県双葉郡大熊町 (Lat. 370 25'N, Long. 140055'E) 

で，関東と中部地方大平洋岸に分布の主体があり，紀伊半島以西は点在的となり，かつ前変種と混交する

ととが多く，それでも四国を経て九州の鹿児島県桜島 (Lat. 310 55'N, Long. 130040'E) に達して南西限

をなしている。その資料は次のごとくで，前変種と合併した分布は Fig. 6 のごとくである。なお山口，

島根，石川，秋田 4 県の日本海に突出した部分からの標本があるが，それらは植栽品と認めておく。

福島県一一双葉郡大熊町野上および大川原(猪熊，東大農)，同郡富岡町(池野，東大理)，同郡楢葉町

木戸(小林) ，平市赤井岳(野崎，東大理)， (悶代，京大理，科博) ，勿来市植田(田代，京大理)，石

川郡石川町母畑(小林)，八溝山(田代，京大理)，西白河郡表郷村古関(田代，京大理)，白河市(上

野，東大理)，吾妻山(金井，東大理)，槍原湖(村井) ，磐梯山(団代，京大理)， (FAURIE，京大理)，

西白河郡西郷村(鈴木，東大理)，甲子山(田代，科博)，耶麻郡西会津町野沢(小林)，河沼郡高郷村

(村井) ，同郡柳津町(村井)，大沼郡三島村宮下(村井) , 同郡金山町沼沢(村井) , 南会津郡只見村

(村井) ，同郡南郷村大宮(村井)，同郡下郷町江川および楢原(村井)，同郡田島町駒止峠(村井)，同

郡伊南村大J [1 (村井) ，同村檎枝岐村(田代，京大理)，同郡小繋峠(大井，京大理)。

茨城県ー一一北茨城市(高萩営林署)，岡市花園山(松村，東大理)，八溝山(色ミ藤)，西茨城郡難台山(佐

藤)。

栃木県一一那須郡那須岳(水島，東大理)，同郡那須町(陛下)，塩谷郡塩原町(籾山，東大理)，日光女



42 林業試験場研究報告第 154 号

f 
F 

J 

o AI 凡o..ster firm札， firma. 

. " ", hiri:ello.. 

e 植栽地

g 
u 

(l ・

U 

B 

。 @J
-
b・

ρ <J 
-主ーー

Fig. 6 ヤシヤプシおよびきヤマヤシヤプシの分布図

Distribution map of Alnasler fin勿a and its var. hirleila 

峯山(小松，東大理)，同裏見滝(伊藤，東大理)，同馬返(桜井，科博)，同中禅寺湖(白井，科博) , 

同戦場ケ原(猪熊，東大農)，上都賀郡足尾町庚申山(木暮，科博)。

群馬県一一利根郡清水峠(籾山，東大理)，同谷川岳(水島，東大:r1Jl)，同谷川温泉(奥山，科博)，同水

上町(久内，東大農，東大理，科博)，勢多郡赤城山(安達，東大理) ，群馬郡榛名山(酒井，科1導) , 

碓氷郡碓氷峠(猪熊，東大農)。

千葉県一一君津郡清澄山(古沢，東大理)。
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埼玉県一一狭山市(久内，東大理)，秩父郡高水三山(久内，東大理)， (水島，東大理)，秩父演習林(鈴

木，京大農) ，同部大日向山(松村，東大理)。

東京都一一南多暖郡 11 野町七生(水島，東大理)。

神奈川県一一一n沢Ll I (金井，東大王里) ，秦野市上秦野(金井，東大王里) ，箱根(松村， 京大日I!) , (沢田，

京大型I!) ，足柄下J!"II湯河原(神奈川県林抱)。

長野県一一浅間山(矢部，東大E里)， (伊藤，東大理)， f事l佐久郡八ヶ岳(臼凶符林署)，南安曇郡中房温

泉(百糊，京大型I!)，上伊那郡入笠山(植松，東大理)，同郡fllJ丈ケ岳(値松，予k大理)，下伊那郡聖岳

(山崎，東大理) ，同郡木沢村(山崎，東大理)，同郡阿智村会地および智呈(金井，東大E型) ，西筑摩

郡駒ヶ岳(矢部， fH紛，同郡御岳山(小塚，東大理)，同郡王滝(猪熊，東大農)。

山梨県一一北都留川上野原四方津(中井，東大理)，北巨摩郡増富(植松，東大~rl!) ，甲府 r\i昇仙峡 (á者

熊，東大差是) ，北巨摩郡小淵沢町(植松，東大理) , 同郡雨乞山(植松，東大J!I!) , 1 十i巨摩郡天子ケ岳

(金井，東大nR) ，同君ß身延山(猪熊，東大差益)。

静岡県一一加茂郡南伊豆町(河津営林署)，加茂郡天城山片瀬峠(倉田，東大農)，同郡賀茂村宇久須(杉

本) ，仕1 )7:11[1 L:狩町村尚ケ島(籾山，東大理!)，宵士山須走(-，東大理)， (tJ.l山，東大上里)，駿東郡

愛鷹山(金井，京大理) , 清水市有j度 ÜJ (杉本，東大f!Jl) , 榛原郡寸又川(Ll IIII ;，J ， *大flll) ，同郡千頭

ダム(倉 111 ，東大農)，小笠郡小笠山(付松，東大E里) , 掛川市 o者熊，東大農) , 磐田郡水窪町(鈴

木，東大農)。

愛知県一一北設楽部富山村河内(倉田，東大農)。

岐阜県一一中津川市(浜谷，東大農)。

三重県一一多気郡大杉谷(畑野，東大差是)。

奈良県一一(1~!i'郡大台ケ原(前川，東大王唱) ，大峯L!J (籾山，東大理)。

大阪府一一南河内郡金剛山(多国，東大理)。

徳島県一-9.I J山(二階，東大理)，三好郡天狗塚(籾山，東大理)。

香川県一一三詮部仁尾町(J 11崎，東大理)， (天然生? )。

福岡県一一英彦山(阿 1 1I，東大理)。

大分県一一rtl 布岳CiJf1lf，東大理)。

長崎県一一一雲仙岳(甲田，東大理)。

熊本県一一市民山(島問，科博)。

鹿児島県一一湯島 UI (松村，東大理) ，桜島(一一，京大理) 0 

M栽としてゆj らかなもの……

fj� lU lI，~-一男鹿市仁井Ll I (藤井，1}(大理)。

石川県一一鳳至郡能都町(堀，東大農)。

島根県一一簸川郡国富(西谷，東大土盟)。

UJ 口県一一豊浦郡小串町(吉岡，東大理)。

d. オオバヤシヤブシはきわめて分イIr の|選限されている樹木で，関東一中部近畿の太平洋岸，しかも

海洋気象下の壌土地に生育するようである。本陸は従来， 1谷に単一にヤシヤブシともいわれ，治山用または

海岸砂防用として広く百本が植栽せられ，その苗木の主産地は滋賀県とし、われてし、た。それで前穂ヤシヤ
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Location map about plantation of erosion control on Alnaster Sieboldiana 

プシまたはミヤマヤシヤプシとも混同され，混雑をきたしていた様子で、ある。

まずヒメヤシヤブシと同様， 1日山林局の資料16)19) 20) に村井の資料を追加して図示したのが Fig.7 であ

るが，このうち資料20>は天然生育地帯の林業の紹介である。

現在までに集まっている資料から前図分を差し引き，天然生と植栽に区分したのが次のごときもので，

それを図示したのが Fig.8 である。

天然生育の本州における分布は， ~t限が福島県双葉郡木戸川 (Lat. 370 15'N, Long. 141000'E) で，南
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Fig.8 オオパヤシヤプシの分布図

Distribution map of Alnastet Sieboldiana 

西限は和歌山県田辺市新庄 (Lat. 330 40'N, Long. 135025'E) である。本種:ま日本におけるハンノキ類唯一

の海洋性樹種で，東京都に属する八丈島付近にも多産し，その南の青ケ島 (Lat. 320 25'N, Long. 139050'E) 

が現在の南限に当たっているようである。なお大島一八丈島等では本種の生育が良好で、 10m 以上の樹高

をもつものが多いという。まだ本種には地域的変種が知られていなし、。

福島県一一ー双葉郡檎葉町木戸J I [ (村井) ，平市(村井)，勿来市植田(田代，京大理)， (同，東大理)。

茨城県一一北茨城市大津町(佐藤)，日立市目前(古瀬，科博) , 目立市御岩山(佐藤，科1'.1')。
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千五5県一一安房郡白浜町(金井，東大f~D ，佐倉市(伊倉，科 t\Jj)。

埼玉県一一小安村(牧野，東大理)。

東京都一一大島(小泉，東大理) , (根本，科博)，三宅島(-，東大川\)， (林，科博)，八丈島(中井，

東大理)，青ケ島(松山奇，東大理)。

神奈川県一一横浜市保 tヶ谷(県林指)，横須賀市(松村， m大理)，同制官r111 t.î (古沢，東大朗)，同浦賀

町(久内，東大理)，三浦市 (Y.Y.，京大理)，同城ケ島(宮崎，科 t'Jn ，同小綱代(矢部，東大理) , 

同黒崎(籾山，東大flU)，横須賀市秋谷(久内，東大理)，藤沢市江ノ島(籾tlJ，東大理)，丹沢山明神

峠(金井，東大理)，秦野市戸川 1 (県林tËî)，足柄下郡芦ノ湖(水島，京大規)，小田原市江パ甫(J!il<林

指) ，同郡湯河原(倉田，東大農)。

静岡県一一熱海市日金111 (水島，東大瑚)，加茂郡天城LLt (久内，東大王rn)，同'1t日下田町(斉 IU，東大理)，

同稲梓(池野，東大農)，南伊豆町南上(木村，東大理)，聞方郡達麿 l- lJ (古沢，東大理)，沼津市西浦

(猪熊，東大農)，同w江浦(桜井，科ドわ，同愛鷹山地平(金井，東大川) ，清水市(猪熊，東大農) , 

同久能山(水島，東大J!jl) ，小笠郡浜岡町佐倉(橋本，科博)。

愛知県一一瀬戸市東大演習林犬山(猪熊，東大農)。

和歌山県一一西牟婁郡牟婁町長野(中島，東大理)，同田辺市新庄(中島，東大理)。

値栽として明らかなもの……

青森県一一下北郡東通付野牛(水島)，上北郡横浜町(村井) ，三沢市(千葉)。

秋田県一一由利郡西日付(村井)。

宮城県一一名取郡秋保 (fl1t台営林署)。

山形県一一西田川郡温海岳(森)。

福島l\~- -伊達郡霊山広畑(原，東大胆)。

栃木l~，--那須郡那須町(陛下)。

長野県一一ー下伊那郡阿智村会地(金井，京大理)。

石川県一一小松市(山岡，東大理)。

福井県一一武生市(三仙東大農)。

岐阜県一一捧斐郡春日付(松本，科I事)。

香川県一一木凹郡三木町中山(! 111崎，:tU大国)。

愛媛県一一今治市i皮止浜町(木村，東大旧日)。

長附県一一雲仙岳(森，科博)。

熊本県一一熊本市(熊本営林局)。

宮崎県一一東臼杵郡北川村市抑J (:町凡東大理)。

鹿児島県一一種子ケ島(大内山，科博) 0 

・×イワキハンノキ(イワキヤシヤプシ村井新称)は青森県岩本山から発見された，ヒメヤシヤブシと

ミヤマハンノキとの天然雑種である。現在まで筆者ーが調べfこ分イliは次のごとくであり，分布図は Fig.9 の

とおりである。

青森県一一校木山(判官井，東大flJl) , (三ìfH，岩大)。

岩手県一一孔銅山(雪ノ浦，岩大)。
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Distribution map of x Alnastel Hosoii, x A. Hanedae and x A. ρeculia市

宮城県一一雁戸山(村井)。

山形県 月山(斉藤) ，朝日岳(斉藤)，飯豊山(山崎，東大理)。

福島県ー←ー裏磐梯(小林，福大)。

栃木県一一日光裏見(伊藤，東大理)。

- 47 

本種は現在 8 カ所に知られているが北限は青森県岩木山 (Lat. 400 40'N, Long. 140015'E) で，南限は

栃木県日光裏見 (Lat. 36045'N, Long. 139035'E) である。いずれも日本海斜面で裏日本系の樹木に属す
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るが，それは片親のヒメヤシヤプシが裏日本系であることに原因している。各所とも，高所からミヤマノ、

ンノキが下降し，下からヒメヤシヤブシが上昇した接触点に発生してし、ることは当然で，分布状態は極隈

分布種であり断続分布種でもある。

・×カワリヤシヤブシは現在までのところ， ただ 1 カ所，伊豆半島の字久須 (Lat. 340 50'N, Long_ 

138045匂)が産地として知られているのみで， ミヤマヤシヤプシとオオノミヤシヤプシとの天然雑種とされ

ている。分布は Fig.9 に併記する。

・×タルミハンノキは最近の発表によるもので，ただ 1 カ所東京都高尾山西方の大タールミ (Lat.35037'N，

Long. 139014'E) が産地として知られるのみで， ミヤマヤシヤプシとヒメヤシヤプシの天然雑種とされて

いる。分布は Fig.9 に併記する。

e. カワラハンノキの分布は西南日本に照られている。北東限の北端は長野県上松町 (Lat. 35045'N少

Long. 137040'E)，同限の東端は静岡県島田市千葉山 (Lat. 350 55'N, Long. 138010'E) であり，南西限は

今のところ， 九州、|でただ l カ所鹿児島県大口市 (Lat. 320 05'N, Long. 130'35'E) が知られているのみ，

とれらの精細は次のごとくであり， Fig. 10 のとおりである。

長野県一一四筑摩郡上松町(猪熊，東大農) ，下伊那郡飯田市下久堅(古i頼，科博)。

静岡県一一島田市千葉山(杉本， 科i専) , 周知郡気多出張所(猪熊， 東大農) , 磐田郡天竜市下阿多古

(橋本，科博)。

愛知県 南設楽郡鳳来町和田(林，科博)，瀬戸市東大演習林(猪熊，東大農)。

岐阜県一一中津川市(桜井，科博)。

滋賀県 栗太郡栗東町葉町(橋本，科博)，湯山越(団代，東大理)， (同，科博)。

三重県一一熊野市木本{矢頭)。

京都府一一亀岡市保津(村田，東大理)，乙訓郡向日町(牧野，東大理)， (一一，科博)。

奈良県一一奈良市富雄(松村，科博) ，吉野郡下北山村(倉田，東大農)。

和歌山県一一和歌山市和歌浦(中島，東大理)，西牟婁郡牟婁町上秋津(中島，東大理)， (宇井，科↑導)少

同町三栖(中島，東大理)，東牟婁郡古座川町(和歌山営林署)，新宮市(伊藤，東大理)，新宮市(伊

藤，東大理)。

大阪府一一相原市大和川(一一一，東大理)。

兵庫県一一宝塚市(富樫，東大理) ，六甲山(岡本)，小野市(松島，科博)。

岡山県一一苫田郡湯本(小泉，東大理)，上房郡棚瀬(小泉，東大理)，阿哲郡新見市井倉(横溝，東大

理) ，同郡哲多町(岡山営林署)。

島根県一一簸川郡斐伊) 11 (西谷，東大理) ，邑智郡巴智町江)11 (山根，利博)。

山口県一一阿武郡阿東町長門峡(岡，東大農) ，同郡川上村(二階，科1専) ，徳山ilf笹葉ケ丘(京大農)。

徳島W!;-名西郡神山町広野(二階，科1削，美馬郡穴吹町(二階，東大理)。

高知県一一安芸市大久保(一一，東大理)，長岡郡大豊村梶ケ森(伊藤，東大理)，高岡郡越知町(一一一，

東大理) ，同郡窪川町松葉川(窪川営林署，東大農)，土手野村(矢田部，東大理)。

愛媛県一一東宇和郡(日沢，東大理)，上浮穴郡(白沢，東大理)，同郡父二峯村(籾山，東大理)，同郡

美川村(愛媛営林署)。

鹿児島県一一大口市山野町(村松，京大理)。
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Fig. 10 カワラハγ ノキおよびケカワラハγ ノキの分布図

Distribution map of Alnus serrulatoides and its var. Katoana 
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本種は元来，葉裏や幼条に毛のない形であるが，他に有毛の形が知られ，それをケカワラハンノキとし

て変種として取り扱っている。 この有毛変種は今のところ， 東端が愛知県設楽町 (Lat. 350 05'N, Long. 

137030'E)，西端が岡山県総社市 (Lat. 340 40'N, Long. 133045'E) で，四国，九州、|からはわヵ、っておらない。

ケカワラハンノキの分布資料は次のごとくであり，その位置は Fig. 10 に併記してし、る。

愛知県一一北設楽郡設楽町段嶺(鳥居，科博)，南設楽郡豊川 11召岸(林，林試)， (杉木，林試)。

岡山県ー一一総社市池田(二階，科博)。
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すなわら，基本種分布のやや北によった部分に有毛変種が知られているのでケカワラハシノキは北に，

無毛形のカワラハンノキは南西に分布することとなりそうである。

i. ミヤマカワラハンノキの分布を調べると本州の日本海岸中央部に極限されるもののようである。そ

の資料は次のごとくで Fig. 11 のとおりである。

岩手県 和賀郡和賀町岩崎(村井) ，胆沢郡金ケ崎町(村井) , (岩大)。

山形県一一船形山(小泉，京大珪[)，最上郡大蔵村肘折(結城)，北村山郡葉山(井上，科|専)，同郡西郷

f ;c. 
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Fig. 11 ミヤマカワラハンノキの分布図

Distribution map of Alnus Fauriez 
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(帝j'O:成)，羽黒山(前川，東大理)，月山 (FAVRIE，京大理)， (一一，東大玉県)， 西田川郡大山町(森)，

間金峯山(森)，同母狩山(結城)，同温海(森)，東田川郡朝日村本郷(森)，朝日面(ーー，東大理)，

西 l~l賜郡白鷹町(村井)，同小国町(小泉，京大理)， (一一，科博)，東置賜郡玉庭(小泉，京大理). 

飯豊山(鈴木，科博)。

福島県ーー吾妻山(小林)，安達太良山(武田)，磐梯山(小林)，飯豊山(小林)，大沼郡三島村宮下(村

井) ，同沼沢(鈴木，科博)，南会津郡只見村(村井)，同朝日村(村井)，同南郷村(村井)，同檎校岐

村(村井) ，甲子山(小林)。

新潟県一一岩船郡附巣温泉(佐藤，東大理)，東浦原郡津川町(中井，科博)，南蒲原郡森町(上石，科

博)，北魚沼郡守門村(佐竹，科博)，南魚沼郡石打(水島，東大理)，同湯沢町(佐藤，東大理)， (富

樫，東大理，科IW) ，中魚沼郡中里村(久内，科博) , 同郡芦ケ崎(武藤，東大農) • 中頚城郡杉野沢

(富樫，Jt(大理)， (科博) ，同妙高山(船引)，西頚城郡黒姫山(船引)。

長野県一一下水内郡秩津(水島，東大理)，同郡岡山(水島，東大理)，戸隠山(一一，東大理)， (伊膝，

科博) ，北安曇郡小谷(武井，科博)，同郡落倉(久内，東大理)，同郡白馬村北城(倉田，東大農) , 

白馬山麓(大井，科博)。

富山県一一下新川郡朝日町(金井，東大理) , 同郡小川温泉(金井，東大理)， 立山(久内，東大農) , 

(前川，東大理)。

石川県一一鳳至郡宝立山(堀，東大農)，白山←-，東大理)， (二階，科博)。

岐阜県一一郡上郡高鷲村(田代，科博)，掻斐郡徳山村門入(倉悶，東大農)。

植栽として明らかなものH ・H ・

青森県一一東津軽郡平館村湯ノ沢(黒沢，東大理)。

鳥取県一一米子市(池野，東大農)。

北京IIJ~は岩手県和賀町 (Lat. 390 15'N, Long. 140000'E) であり，商に福島県甲子山 (Lat. 370 lO'N, 

Long. 140000'E) を経て， 岐阜県揖斐郡徳山村 (Lat. 35040'N, Long. 136025'E) に至る線から以北西の

白木海岸に生育する極限分布種となる。

このうち青森県東津軽郡平館村 (Lat. 410 10'N, Long. 140035'E) 産のものは， 隔離分布のものではな

く， 1955 年当時同郡の蟹田営林署経営課長をしておられた本間千賀雄氏が前年秋，岩手県和賀郡和賀町岩

崎(黒沢尻営林署=現北上営林署部内)から係種したタネを多量に持っておられたため，平館付近の各沢

に播純されたものに、当たり， 天然分布ではないことを明らかにしておくとともに， 鳥取県米子市 (Lat.

350 25'N, Long. 133020'E) 産のものもおそらく天然分布のものでないらしく感じられたので， 植栽と記

したものである。

本種には今までのところ地域的な変種は知られていない。

g. サクラバハンノキの分布は，中部日本以南西に点在するものであり，その資料は次のごとくで?

Fig. 12 のとおりである。

茨城県 高萩市試験地(倉田，東大農)， (科博)。

栃木県一一那須郡那須町(林，科博)， (陛下)。

新潟県一一南蒲原郡下回村森町(池上，科博)，見附市庄J 11 (池上，科博)，栃尾市(池上，科博)。

石川 IW，--.小松市百石谷(高尾義臣， 14 Aug. '62，育種場)。
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Fig. 12 サグラパノ、ンノキの分布図

Distribution map of Alnus trabeculosa, Nagurae 

岡市三方原(杉本，科博)，浜名郡浜北町(猪熊，東大農)。静岡県一一浜松市(猪熊，東大農) , 

愛知県一一南設楽郡作手村(鳥居，東大農)， (恒川，科博)，瀬戸市水野東大演習林(猪熊，東大農}。

滋賀県一一比良山(橋本，科博)。

岡山県一一御津郡加茂川町(県林試)，吉備郡高松町稲荷(二階，科博)，上房郡加陽町大和{吉屋野，

東大理); (坪井，科博)。

広島県一一高田郡向原町(岡，東大農)， (県林試)，呉市郷原(前川，東大理)。
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札l 口 llí~--阿武郡阿東町地福(岡，科博)。

宮崎県一一児湯郡都農町(平田，科博)，同郡川南町(長沢，東大理)， (科博)。

東限は茨城県高萩市 (Lat. 360 40'N, Long. 140040'E)，北限は新潟県南蒲原郡森町 (Lat. 370 30'N, Long, 

139005'E)，西限は山口県阿武郡阿東町地福 (Lat. 340 20'N, Long. 13r40'E)，南限は宮崎県児湯郡川南町

{Lat. 320 10'N, Long. 131C30'E) 等が現在までわかっている範囲であり，きわめて点在的で断続分布状態

をなしている。

本種には幼時から無毛のものが，シナ大陸の南東部に知られているが，白本のものはすべて少なくとも

幼時には有毛であるから，南東支のものの北方有毛変種と解する。それゆえ大陸産にシナサクラパハンノ

キの和名を与える。

h. ヤハズハンノキの分布を調べると，前記ミヤマカワラハンノキに似た分布をしてし、るが，それより

は長野県一山梨県一静岡県等南にのびているようで， その資料は次のごとくで， Fig. 13 のとおりであ

る。

山形県一一月山(山崎，東大理)， ì易殿山(森) ，朝日岳(伊藤，東大理)， (小泉，東大理)， (奥山，科

1専)。

福島県一一飯豊山(山崎，東大理) , 大沼郡金山町川口(小林) , 西白川郡西郷(金井，東大理)，甲子

山(田代， 科|車京大理)， (染野，科f専) ，南会津郡燈岳(水島，東大理)，尾瀬(水島，東大理) , 

(大井，京大理)， (村井)。

新潟県一一吉場山(倉田，東大農)， (奥山，科博)，妙高山(船引)。

栃木県一一那須昔(水島，東大理)， (陛下)， 塩谷郡藤原町(金井， 東大理)， 日光女峯山(伊藤，東

大理)，同湯元(早田，東大理)， (桜井，科博) , 同金精峠(本田，東大理)， 同白根山(中井，東大

理)。

群馬県一一尾瀬至仏岳(西国，東大理)， (奥山，科博)，利根郡川場村(金井，東大理)，上越清水峠(池

野，東大農)， (槻山，東大理)， (渡辺，科博)，同茂倉岳(金井，東大理)，同谷川岳(佐竹，東大型)，

三国山(原，東大理)，吾妻郡野反池(原，東大理)，同郡嬬恋村(草津営林署)。

長野県一一戸隠山(桜井，科博)，白馬山(倉田，東大農)， (矢部，東大理)，燕中房温泉(小倉，京大

理)， (百i頼，東大理)，常念岳鳥川入(百瀬，東大理)，鍋冠山(百i頼，東大理)，上高地(小倉，京大

理)，鉢森山(松本営林署)，南佐久郡南牧村稲子渋湯(猪熊，東大農)，同君1\双子i也(佐藤，東大f.'I!.)，

入ケ岳(山崎，東大理)，御岳(池野，東大農)， (小泉，東大理)，西筑摩郡王滝(猪熊，東大農)，同

駒ヶ岳(西田，東大理)，赤石山系大沢岳(山崎，東大理)，同千枚岳(松田，東大理)。

山梨県一一東山梨郡雁坂峠(植松，東大理)，甲武信岳(猪熊，東大農)，鳳嵐山(山崎，東大理)，富士

山(籾山，東大農)， (金井，東大理)。

T静岡県一一安倍郡千枚岳(杉本，科博)，同大井川上流東侠(松田，東大理)。

富山県一一一黒部市i曽ケ岳(永井，東大理)，婦負郡白木峯(桐野，科博)。

岐阜県一一大野郡高根村(金井，東大理)，揖斐郡坂内村(松本，科博)。

石川県一一白 llJ (二階，東大理)， (桜井，科博)。

福井県一一大野市三ノ峯(三村， 東大農)， 岡市荒島長(村田， 科博) , 南条郡三国ケ岳(橋本， 科

博)。
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北限は山形県月山 (Lat. 380 35'N, Long. 140000'E)，東限は福島県西白川郡西郷 (Lat. 370 10'N, Long_ 

1400 05'E), 南限は静岡県安倍郡千枚面 (Lat. 350 15'N, Long. 1380 20'E), 西mは福井県南条郡三国ケ岳

(Lat. 350 40'N, Long. 136015'E) で，この 4 点にかとまれた山岳地帯の高山に極限生育しているものであ

る。本種にも地域的な変種が知られていない。

B. 分布のまとめ

以上の本報および第 I 報1)により日本産の Alnaste7 および Alnus に属する全樹種の分布状態を明ら治、
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にした積りである。前報にならい分布状態を概指して再掲すれば〔変種は( )内に入る〕

広範分布陣……ミヤマハンノキ，ハシノキ(エゾハンノキ)，エゾヤマハンノキ(ヤマハンノキ)。

断続分布穏……×イワキハンノキ，サクラパハンノキ x ヒロハケハンノキ (x ヒロハハγ ノキ) , タ

ニガワノ、 γ ノキ。

梅限分布種……(カラフトミヤマハγ ノキ)， x タルきハンノキ， x カワリヤシヤブシ，ヒメヤシヤフ寺シ，

ヤシヤプシ(ミヤマヤシヤブシ)，オオパヤシヤプシ， カワラハγ ノキ(ケカワラハンノキ)， ミヤマ

カワラハンノキ，ヤノ、ズハγ ノキ。

すなわち基本碕 11 種，交雑種 3 種，計 14 種が知られ，変種;立合計 7 f閉が知られてし、る。次に Sp. (種〉

と Var. (変穐)の関係は

ミヤマハシノキ...・H・....…・・・・カラフトきヤマハンノキ

ヤシヤプシ・…・・……...・H・.....ミヤマヤシヤプシ

カワラノ、γ ノキ・…・・・・…・・…・・ケカワラノ、ンノキ

シナサクラノてハシノキ…・…・・サグラノミハンノキ

ハンノキ・…・・・……...・H ・ H ・ H・-エゾハンノキ

ヤマハンノキ・………・…・・…・・エゾヤマハンノキ

×ヒ戸ノ、ノ、γ ノキ…・………・・×ヒロノ、ケノ、γ ノキ

等であり，右側のものは分布地域内の南方に生育して無毛形であり，左側のものは分布地域内の北方に生

育してエゾρンノキを除き有毛形である。それゆえ日木における Alnasfer と AIIlIlS においては北方に

有毛形が多く，それが変開として取り扱われているわけで‘ある。なお前報でタニガワノ、γ ノキに関し，北

海道からケナシタニガワハンノキが報告されてし、るとしたが，筆者に疑問があるので，本報においてはタ

ニガワハジノキの北海道産変種を一応削除しておくこととしたい。またノ、ンノキとエゾハシノキとの関係

については現在多数の産地別苗木を養成rl'であり，その変種関係は是認するものであるが精細な比較研究

は後日にゆずりたい。

さて日本政の全制聞の分11iを明らかにした現在となって， 前項形態の比較で結論された両 Gen. ， 各

Sect. ごとの所属障の分:{ri関係カ旬、かになってし、るかを吟味しなければならなし、。 Gen. Alnasfer に属す

るさヤマハンノキは日本において 1 Sect. 1 Sp. であるから，これはこの目的での吟味の方法がなし、が，

Sect. Bifurcalus に属するものは 3 種あるので分布区域を一括図示したのが Fig. 14 である。

木図によればオオパヤシヤプシが最も海洋性で，温暖な気候の最南東部に位して太平洋の中央に向カ与

し、，その内側すなわち，その北西側にヤシヤプシが南に広く拡がり，まだ太平洋傾斜面に限られてかる。

さらにその内側，すなわち北西側にはヒメヤシヤプシが北に広く拡まり，太平洋岸とは関係が薄く日本海

海岸に分布して最も寒冷な積雪の多い地帯をおおっている。この関係は気候上の暖さから寒さに向かい，

冬季聞の積雪の少い方から多い方に向かってオオパヤシヤプシ→ヤシヤプシ→ヒメヤシヤプシの11頃に並ん

でいることとなり，前項形態の葉の大きさ，球果の大きさ等もこの配列に従ってし、る。さらに本図からオ

オパヤシヤプシの本州の生育地では大体ヤシヤプシ(ミヤマヤシヤプシ)分布の北半における南東端と重

なる地域があるようであるから， その重複地帯に天然雑種ができうる可能性が多いこと当然と見られ，

×カワリヤシヤフ寺シが伊豆半島に出現したことは当然である。またヤシヤプシ(ミヤマヤシヤプシ)のjヒ

端西側たる福島県会津地方，栃木県北部，群馬県北部にわたる地域はヒメヤシヤプシとの混生地帯である
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Fig. 14 ミヤマハンノキ属，ヤシヤプシ節 3 種の分布境界線図

Boundary lines of 3 Species in Sect. Bifurcatus of Genus Alnaster 

ことが明らかになったから，ヒメヤシヤプシとミヤマヤシヤブシとの天然雑種が出現しうる可能性が強い

わけであり，それが突然，東京都高尾山西方に×タルミハγ ノキが発見されたので篤いているわけけであ

るが，筆者の考えで;主片親のヒメヤシヤプシは高尾山の大ダルミ付近には元来天然生がなく，砂防に植栽

されたものが基源であり，それと付近に天然生育していたミヤマヤシヤプシとが天然に変雑したものと解

釈している。また瀬戸内海の北岸から朝鮮にわたり，さらに阿武隈，北上山系から北海道東半にわたりと

のヤシヤプシ類の生育しない地域の存在するのも特異な点である。なお，本図からこれら 3 種の発生径路
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を考えてみれば，分布地域的にも形態的にもヤシヤブシ(ミヤマヤシヤフ.シ)は両者の中間であるから，

この種は発生の新旧には関係がなし、ものと考えられる。それで‘暖かい地帯のオオノマヤシヤブシと多雪地帯

のヒメヤシヤブシとどちらが古いかを考えれば良いわけである。 この問題を解明する鍵は Alnasfer の地

球上:二出現した地質時代的な年代を知ることであらねばならない。残念ながら化石樹木の知識がほとんど

ないので不明であるが. Alnus の化石は END0211 によれば，地質時代の第 3 紀中新世から報告されてし、る

から少なくともそれ以前の発生のようであり，形態ならびに系統的に Alnasfer は Al抑制より原始的な

ものと解されるほか， Alnaster のミヤマハンノキ節は北極の周囲の寒い地帯に広く分布するが，このヤ

シヤプシ節は日本にしか分布しなし、分布極限節である等の点から Alnasfer 発生は少なくとも第 3 紀中新

世以前であり，当時の気候は温暖で，その後第4 紀洪積世以後の大氷河期を経過しているので暖かい地帯

lにしか分布しなし、オオノミヤシヤプシの方が，氷河期以後多雪地帯に適応したと考えられるヒメヤシヤプシ

より発生が古いと解釈するのが穏当なように思われる。それで Alηasfer ではオオノマヤシヤプシが最も古

い形で，ヤシヤプシ(ミヤマヤシヤプシ)がそれに次ぎ，ヒメヤシヤプシは第 4 紀洪積世になってから出

現したものと解し，さらに期をーにしてミヤマハンノキが北極の周囲全般に隆盛な分布をなすに致ったも

のと解すべきものとしたい。

Alnus のカワラハンノキ節 (Fauriae) は 2 種を有しており，その位置的関係は Fig. 15 のごときもの

である。

本図によれば，西日本の温暖地帯に分布するカワラハシノキと，中北部の日本海岸に分布するミヤマカ

ワラハンノキとでは前節のヤシヤプシ(ミヤマヤシヤフ.シ)とヒメヤシヤプシとの関係に似ており，この

境界線に間隔のあるのは調査不十分で，実際は相接するものかもわからなし、ので前節にならか，温暖地の

カワラハンノキの方が多雪地のミヤマカワラハンノキより発生が古いものと認めておく。

Alnus の第 2 節 l\1aritimae ハンノキ節の日本産では，ハンノキ(エゾハンノキ)とサグラノξハンノキ

の 2 種 1 変種が所属するが，その位置的関係は Fig. 16 のごときものである。

本図では，前報のハンノキとエゾハンノキとの分布図(第 I 報 153 頁. Fig. 5) を大部訂正させてし、た

だいた。それは今年各地泊 a ら集めていただいた多数の系統を 2 変種に識別し，それを図上に入れた結果の

訂正であるカら，より正確であるこというをまたない。ただし筆者にとり成木標本の識別はまだ自信がな

いので， その点お断りしておく。本図によりサクラパノ、ンノキは極端な断続分布であることがわかるほ

か，不思議なことにサクラノじ、ンノキの生育地はノ、ンノキの生育地と重なり，エゾノ、ンノキとは全く重な

らない。まずサクラパハンノキの断続分布は現在からさかのぼった時代には，もっと連続して生育してい

たものであろうが，途中で生育に不適な環境(病虫害多発等)にみまわれ，中間地帯が絶滅して現在の分

布状態をなしたものと解するので現状は残存を意味するはずである。それにひきかえ，ハンノキとエゾハ

ンノキは南北系の関係にあること前報のとおりであり，広範分布種で現在に至ってから勢力を増し現世気

候に最も適合したものとなっているので，サクラノじ、γ ノキよりは後世に発生したものと解される。すな

わち，サクラパノ、ンノキが古く，ノ、ンノキとエゾハンノキとは新しく発生したこととなるが，サクラパハ

ンノキの分布を精細に検討すると，常に周囲にハンノキが生育してエゾハンノキが生育しておらないほ

か，さらに観察によればサグラノし、ンノキの当年生首においては，新葉の表面は主脈と側脈とが顕著に赤

か，それに反しハシノキの当年生首は新葉の表面が全面的に紫褐色で主脈部と側脈部は濃色をなしてお

り，主側脈の色のつき方が似ている(エソら、ンノキの同苗新葉の表面は紫褐色とならない)。 とのような



- 58- 林業試験場研究報告第 154 号

f 
F 

J 

I_b 
σ 

一
士
山

、

(7. 

r 
。 o~

.~ヲ

ρd 

Fig. 15 ノ、ンノキ属，カワラノ\ンノキ節 2 種の分布境界線図

Boundary lines of 2 species in Sect. Fauriae of Genus Alnus 

関係から，古く発生したサグラパハンノキの次にハンノキが発生し，それが気候適応により別にエソう、γ

ノキがさらに後期に発生して現状をなすに至ったものと推定しているわけである。すなわちサグラパハシ

ノキ→ハンノキ→エゾハンノキの発生経過である。

なお，サグラパハンノキは日本の中部以南から南支にわたって古く繁栄したものらしいが，現在はより

温暖な南東支にシナサグラノし、γ ノキとしてなお繁栄して，日本では衰退の形をとり残存して現状を呈し

たものと考えられる。
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Fig. 16 ノ、 γ ノキ属，ハンノキ百jí 2 種 1 変種の分布関係図

Distribution map about relation of 2 species and 1 variety in 

Sect. Maritimae of Genus Alnus 

Alnus の第 3 節 Glutinosae ヤマハンノキ節については，日本産のものが 3 種 1 変樋知られてかる。そ

れを一括図示したのが Fig. 17 である。

本図のエゾヤマハンノキとヤマハンノキとの分布凶は第 I 報 152 ï~i Fig. 4 に図示したけれども，その

当時は成木の暗葉桜木において両変間を識別で、きなかったほか，文献に左右されることが多かった。本報

では，前報よりは成木脂葉棟、本でもかなりの程度識別可能となったので，その分訂II の必要があったし，
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Distribution map about relation of 3 species and 1 variety in 

Sect. Glutinosae of Genun Alnus 

(l. 

各地から集めてかただいた多数系統を識別して図に入れたので，さらに一歩前進した分布図がで・きたと自

負している。タニガワハンノキの分布図は第 I 報 157 頁 Fig.7 であるが，北海道の分は直接謄葉を検す

ることのできた渡島赤川産のみをあげ，他産地のものは前項のとおり疑問もあるので一応削除することと

した。それに本報のヤハズハンノキを加えたわけである。

本図では，まず本州にエゾヤマハンノキがかなり生育しており，しかも諸高L[Jにあることが解った。ヤ
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マハンノキは北海道にはほとんど生育しておらなし、ょうであることもかなり自信が出てきた。両変碕を合

したものは広範分布種であること前報どおりである。タニガワハンノキは明らカな断続分布種であること

がわかり，ヤハズハγ ノキは極限分布をするものであり，生育地は本ゾ十伸部高山帯ということも明らかで

ある。これら 3 種 1 変種の発生の経路はどうかとみれば，極限分布種は新しいカ‘古いカなかなか決めにく

いのでひとまずおし、て，タニガワハシノキと A. hirs1tta の両変種との関係はどうかとみれば，まずタニ

ガワハシノキが A. hirsltta の両変種といかに近在するかを調べたところ，北海道ではエソ.ヤマハンノキ

のみと近在し，本州の 3 カ所では，し、ずれもエソ.ヤマハンノキともヤマハンノキとも近在分布しているこ

とが明らかで， 4 カ所全部共通なのはエゾヤマハンノキとの近在分布であることが知られた。この結果，

まず断続分布形の方が広範分布形より古いこと前種のとおりであるから ， A. Inokumae が .4. hirsuta よ

り発生が古し、こととなり， それは前報 158 頁で推定したとおりである。次ぎに， もし .4. Inokumae が

A. hirsuta の原種かもわカ・らないとの想像もできるわけでそれが可能であればタニガワパY ノキから

エゾヤマハンノキに変わり，エソ'ヤマハンノキが旺盛な分布をするようになってから，温暖地に適するヤ

マハンノキが発生したとみることもできるわけである。すなわちタニガワハンノキーェゾヤマハγ ノキ→

ヤマハンノキの進化である。この最後の推定は現在の分布近在関係が根拠となっているけれども，あるい

は本州中部におし、てタニガワハンノキからヤマハンノキが出現し，それが分布を鉱げて耐寒性が必要とな

りエソ.ヤマハンノキが後に出現したという考え方，すなわちタニガワハンノキーヤマハンノキ→エゾヤマ

ノ、ンノキという考え方は前節のサグラパハンノキーハンノキ→エゾハンノキとし、う考え方とも似てレるわ

けで，本節に関するかぎりヤマハンノキとエゾヤマハンノキのどちらが古いかは，今のところ推定し得な

かでいる現状である。

極限分布をなすヤハズハンノキにっし、ては，まず END021lが宮城県秋保の第 3 紀中新世上部から報告し

た Alnus ρrotohirsuta ENDO を調べてみると，葉の先端が円頭もしくは微凹頭と認められるので，同氏が

A. hirsuta の原始形と解釈したが，むしろヤハズハンノキの原始形と解する方タ穏当のようであるから，

この考えによりヤ山ズハシノキも発生が古いものと認めたい。すなわち現在の極限分布種は地質時代にお

かでは，より広範に分布したが，その後不適な環境が多く出現して，その大部分が絶滅し，最も適合した

環境条件の場所にのみ極限されて残存したと解するためである。それゆえ，本節に属する種のうち，発生

の古いものはタニガワハンノキとヤハズノ、ンノキの両種であり，それより後期に新しく発生したものがエ

ソ。ヤマハンノキおよびヤマハンノキであると考えるのが至当であるから，ヤハズハンノキカ‘らヤマハシノ

キに変化したとも一応考えられるけれども，さらにタニガワハンノキとヤノ、ズハンノキの天然交雑により

ヤマハンノキを生じ，それが耐寒性を必要とすることになってエゾヤマハンノキに発達するようになった

と考えても差しっかえないわけである。後期に出現した A. hirsuta が，はたしてタニガワハンノキ単独

基源によるか，またはタニガワハンノキとヤハズハンノキとの天然交雑を基i原と F るか;土染色体，核型の

研究によって究明できるのではないかと期待しているわけである。

以上 Al仰ster と Alnus を各節ごとに所属の種の新|日，および発生経路を，分布型および形態型の両

者ーから推定したけれども，確たる結論が得られず，なお論拠薄弱な点を認めねばならなl 、c これらの点を

線本的に究明するためには，それぞれ所属各種の染色体の研究から核型の研究まで進めば，類縁関係につ

き解明される点が多く，大体を把握しうるものと信じて疑わない。今後はこの方面の研究の進歩を期待し

笑行に移さんと念じている次第である。
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V 名称の整理

前報日にま品、て 3 種， 1 交雑種のそれぞれ変種まで，学名と和名の整出した結果を報告したが，本報にお

いては，それにならって残種の同様の分のみを報告すべきであるが， 日本ではじめて Alnaster と Alnus

を区別する分類方式をとったので，その分の整理結果を含め，両属の各節の記載は第E報にゆずることと

した。

なお，各節に属する種を全部報告する必要にせまられたので，前報の分も再掲するのが便利と考え，そ

:;11，を報ず、ることとした。

A) Gen. Alnaster SPACH. in Ann. Sci. Nat. Bot. ser. 2. XV. 200 (1841) 

Syn. Gen. Alnus, Subgen. Alnaster (SPACH.) ENDL. in Gen. P1. Supp1. II. 28 (1842): MATSUMURA, 
jour. Coll. Sci. Imp. Univ. Tokyo XVI-5. 1 (1902): REHD. Man. 143 (1927); 1. c. ed. 2. 134 (1940); 

Bibl. 101 (1949): MURAI in Herb. Tohoku For. Tr. Impr. St. (1962). 

Alnus, Subgen. Alnobetula W. D. KOCH. in Syn. Fl. Germ. Helv. 633 (1837) nom.: SCHNEID. Ill. 

lIandb. Laubh. 1. 120 (1906). 

Alllobetula (KOCH) SCHUR. in Verh. Sieben. Ver. Naturwiss. IV. 68 (1853). 

Nom. Jap. ミヤマハンノキ属 (nov.)

1) Sect. Alnobetula (KocH.)m. 

Syn. Genus. Alnus, Subgen. Alnaster (SPACH.) ENDL. , Sect. Alnobetula (KOCH) MURAI in Herb. 

Tohoku For. Tr. Impr. St. (1962). 

Alnus Subgen. Alnobetula W. D. KOCH in Syn. F1. Germ. Helv. 633 (1837): SCHNEID. , Ill. Handb. 
Laubh. 1. 120 (1906) p.p. 

Alnus, Subgen. Alnaster (SPACH.) ENDL. Gen. Pl. Supp1. II. 28 (1842): MATSUM. Jour. Coll. Sci. 

Imp. Univ. Tokyo. XVI-5. 1 (1902) p.p.: REHD. Man. 143 (1927); 1. c. ed. 2. 134 (1940) p.p.; 

Bib1. 101 (1949) p.p. 

Nom. Jap. ミヤマハンノキ節.

a-1) Alnaster crispa (AIT.) MURAI, comb. nov. 

subsp. Maximowiczii (CALL.) MURAI, comb. nov. 

var. Maximowiczii (CALL.) 

Syn. Alnus crispa (AIT.) PURSH, subsp. Maximowiczii (CALL.) HULTEN. ex HARA, Contr. Var. Jap. 

Eur. N-Am. 1. 32 (1952): HARA & MIZUSHIMA, Veg. Oze 434 (1954): HONDA, Nom. Pl. Jap. ed. 2. 

-42. (1957): MIZCSHIMA, List Pl. Shimokita 1. 58. (1958). 

A. viridis, var. sibirica (non REG.) FRANCHET et SAVATIER, Enum. 1. 456. (1875): MATSUMURA, 

List Nikko 29. (1884); Cat. Herb. Univ. 178. (1886); Jour. Coll. Sci. Imp. Univ. Tokyo XV1.-5. 1. 

(1902); Ind. 1I-2. 16. (1912): MIYABE, Fl. Kuri1. 259. (1890): KAWAKAMI , Bot. Mag. Tokyo X. 42. 

{1896); Ill. For. Tr. Hokk. 138. t. 43. (1902): HAYATA, Bot. Mag. Tokyo XVII. 29. (1903): SHIRASAWA, 

Ico. For. Tr. Jap. 11. 41. t. 14. (1910). 

A. siuuata, var. kamtschatica CALL. apud C. K. SCHNEIDER, Ill. Handb. Laubh. 1. 804. (1906): 

MIYABE & KUDO, Fl. Hokk. Sagh. IV. 473. (1934). 

A.f;仰ticosa (non LED.) RUPRECHT, Beitr. PfI. Russ. Reich. 11. 53. (1845): C. K. SCHNEIDER, Ill. 

Handb. Laubh. 1. 121. f. 66. (1906): NAKAI, Fl. Kor. 11. 204. (1911): REHDER, Man. 145. (1927); ed. 
2. 135. (1940): Bibl. 102. (1949): HULTEN, Fl. Kamtch. 11. 34. (1928): TATEWAKI, Pl. Uryu 1. 113. 

<1932): MURAI , Iwate Jour. Bot. 1-3. 9. (1932); Fl. Tow. Hakk. 40. (1935). 

A. alllobctula, var. fruticosa (RUPR.) WINKLER in ENGLER, PfI. Reich. IV.-61. 106. (1904): KOIDZUMI, 
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PI. Sach. Nakahara. 48. (1910): MATSUMURA, 1nd. II-2. 16. (1912): MAKINO & NEMOTO, Cat. Herb. 
Mus. 305. (1914); FI. Jap. 1105. (1925); ed. 2. 179. (1931): MURAI, FI. 1wate 76. (1930): MURAMATSU, 

FI. Akita 17. (1932): SAEKI & SATO, FI. Nat. For. Akita Jur. 19. (1934). 

A. Maximowiczii CALLIER apud C. K. SCHNEIDER, IlI. Handb. Latbh. 1. 122. f. 66. 67. (1906): 

KOIDZUMI, Bot. Mag. Tokyo XXVII. (505) (1913): MIYABE & MIYAKE, FI. Sagh. 417. (1915): NAKAI, 

Bot. Mag. Tokyo XXXIII. 45. (1919); Rep. Veg. Kamikochi 16. (1928); Rep. Veg. Apoi 45. (1930); 

FI. Nikko 13. (1936): NISHIDA, FI. Yubari II. 149. (1919): KUDO, Rep. Veg. N-Sagh. 105. (1924): 

MIYABE & KUDO, Ico. Ess. For. Tr. Hokk. 1. 103. t. 30. (1925); FI. Hokk. Sagh. IV. 472. (1934); 

REHDER, Man. 145. (1927); ed. 2. 135. (1940); Bidl. 102. (1949): TATEWAKI, Veg. Akan 60. (1927); 
List. Teshio 14. (1928); Veg. Apoi 79. (1928); IlI. For. Tr. Hokk. 24. (1955): YAMAMOTO & TSUKAｭ

MOTO, FI. Hakodate 20. (1932): HARA, Bot. Mag. Tokyo XLVIII. 801. (1934): YUHKI, FI. Yamagata 13. 

(1934); Veg. Gosho 95. (1953): MURAI, FI. Miyagi 20. (1935); Fl. Centr. 1wate 16. (1935): SUGIMOTO, 
Key Tr. Shr. Jap. 43. (1936): HONDA, Nom. PI. Jap. 48. (1939): MAKINO, 111. FI. Nipp. 662. f. 1984. 

(1940): OHWI , FI. Jap. 417. (1953): KIMURA, FI. Zao 17. (1955): KOBAYASHI & SUZUKI, Fl. Fukushima 

IV. 43. (1955): 1mp. HIROHITO, FI. Nasu 119. (1962). 

A. hakkodensis HAYASHI , Jour. Jap. Bot. XX1V. 149. (1954). 

Nom. Jap. ミヤマハンノキ (MATSUMURA， 1886). 

a-2) Alnaster crispa (AIT.) MURAI 

subsp. Maximowiczii (CALL.) MURAI 

var. sachalinensis (KOIZ.) MURAI, comb. nov. 

Syn. Alnus jruticosa, var. sachalinensis KOIDZUMI , in Bot. Mag. Tokyo XXVII 144. (1913): MIYABE 

et MIYAKE. Fl. Sagh. 418. (1915): MIYABE et KUDO. FI. Hokk. Sagh. 1V. 473. (1934). 

A. alnobetula, var. jruticosa, subv. sachalinensis (KOIDZ.) MAKINO et NEMOTO. FI. Jap. ed. 2. 

180. (1931). 

A. crisρa， var. sachalillensis (KOIDZ.) HARA Jour. Fac. Sci. Univ. Tokyo III.-6. (2) 33. (1952). 

Nom. Jap. カラフトミヤマハンノキ(小泉， 1913) 

I1) Sect. Bifurc，αtus (MIYABE et KUDO) MURAI, comb. nov. 
5yn. Gen. A1Jl1ts, Subgen. Alnaster (SPACH.) ENDL. , Sect. Bljurcatus MIYABE et KUDO. in Ico, 

Ess. For. Tr. Hokk. 1.-10, 118. f. 31. (1923): MURAI in Harb. Tohoku For. Tr. 1mpr. St. (1962)_ 

Alnus, subgen. Alnaster (SPACH.) ENDL. Gen. Pl. Suppl. 11. 28. (1842) p.p.: MATSUM. Jour. Coll. 

Sci. 1mp. Univ. Tokyo XVII-5. 1. (1902) p.p.: REHD. , Manu. 143. (1927) p.p.; 1. c. ed. 2. 134. (1940) 

p.p.; Bibl. 101. (1949) p.p. 

Alnus, Subgen. AIJlobetula (non KOCH) ScHNEID. 111. Handb. Laubh. 1. 120. (1906) p.p. 

Nom. Jap. ヤシヤフヘン節.

b) Alnaster pendula (MATSUM.) MURAI, comb. nov. 

Syn. Alnus ρendltla MATSUMURA, in Jour. Coll. Sic. Imp. Univ. Tokyo XVI.-5. 6. t. 3. (1902): 

C. K. SCHNEIDER, IlI. Handb. Laubh. 1. 804. (1906): MIYABE & KUDO, Ico. Ess. For. Tr. Hokk. 1. 

105. t. 31. (1923); FI. Hokk. Sagh. IV. 474. (1934): REHDER, Man. 144. (1927); ed. 2. 135. (1940); 

Bibl. 101. (1949): TATEWAKI, Pl. Teshio 1. 14. (1928); For. Uryu 114. (1932); North Limit Hiba 59. 

(1951); Ill. For. Tr. Hokk. 105. (1955); North For. VIII. 73. (1956): MURAI, Bet. Sanriku 14. (1932); 

FL Miyagi 21. (1935); FL Centr. Iwate 16. (1935); FL Tow. Hakk. 41. (1935): YAMAMOTO & TSUKAｭ

MOTO, FL Hakodate 20. (1932): NAKAI, FL Nikko 13. (1936): SUGIMOTO, Key Tr. Shr. Jap. 43. (1936): 

HONDA, Nom. PL Jap. 48. (1939): ed. 2. 42. (1957): OHWI, FL Jap. 417. (1953): YUHKI, Veg. Gosho 

95. (1953): FUNABIKI, For. FL Niigata 84. (1953): HARA & MIZUSHIMA, Veg. Oze 434. (1954): KIMURA, 



-64 林業試験場研究報告第 154 号

Fl. Zoa 17. (1955): KOBAYASHl & 5UZUKI, Fl. Fukushima IV. 43. (1955): Imp. HIROHITO, Fl. Nasu 

119. (1962). 

A. firma , var. multinervis REGEL, Bull. 5oc. Nat. Mosc. XXXVIII.-2. 423. (1865): MIQUEL, ProL 
358. (1867): FRANCHET & 5AVATIER, Enum. 1. 457. (1875): MATSUMURA, Cat. Herb. Univ. 178. (1886); 

Ind. 11.-2. 17. (1912): KAWAKAMI , Bot. Mag. Tokyo X. 42. (1896): WINKLER, in ENGLER. P t1.-reich, 

IV.-61. 104. (1904): 5HIRASAWA, Ico. For. Tr. Jap. II. 39. t. 12. (1912): MAKINO & NEMOTO, Cat. 

Herb. Mus. 305. (1914); FL. Jap. 1106. (1925); ed. 2. 180. (1931): MURAI, Fl. Iwate 76. (1930). 

A. multinervis (REGEL) CALLlERE, apud C. K. 5CHI'\EIDER, Ill. Handb. Laubh. 1. 123. f. 66 & 67. 

(1906): YUHKI, Fl. Yamagata 13. (1934): MAKINO, Ill. Fl. Nipp. 663. f. 1987. (1940) 

A. firma , var. hirtella (non F. & 5.) M t:RAI, Bet. 5anriku 12. (1932). 

Nom. Jap. ヒメヤシヤプシ(松村 1886) , ミネパリ (飯沼一1857) ，ハゲシパリ (林業家)

c-1) Alnaster lirma (5. & Z.). MURAI, comb. nov. 
var. lirma (5. & Z.) 

5yn. Alnus fi円ηa 5IEB. et Zucc. Fl. Jap. Fam. Nat. 11. 229. (1846): INOKUMA et KURATA, Jour. 

Jap. Bot. XXV.-324. 61. (1950). 

Nom. Jap. ヤシヤプシ(松村， 1886) 

c-2) Alnaster lirma (5. & Z.) MURAl 

var. hirtella (FR. et 5AV.) M t:RAI, comb. nov. 
5yn. Alnus firma 5IEB. & Zucc. , var. hirtella FRANCHET & 5AVATlER in Enum. 1. 457. (1875)~ 

1. c. II. 502. (1879): MAKINO & NEMOTO, Cat. Herb. Mus 305. (1914); Fl. Jap. 1105. (1925); ed. 2. 

180. (1931): REHDER, Man. 144. (1927); ed. 2. 134. (1940); Bibl. 101. (1949): INoKuMA, For. Fl. 

Chichibu 27. (1931); For. Fl. Tomioka 8. (1933): MURAI , Bet. 5anriku 12. (1932): HARA, Jour. Jap. 

Bot. IX. 190. (1933): INOKUMA & KURATA, Jour. Jap. Bot. XXV. 61. (1950): FUNABIKI, For. Fl. Niigata 
84. (1953): KUSAKA & KOBAYASHl, For. Fl. E-5hirakawa 36. (1954): HONDA, Nom. Pl. Jap. ed. 2. 

42. (1957): Imp. HIROHITO, Fl. Nasu 118. (1962). 

Betula alnus (non LINNE) THUNBERG, Fl. Jap. 76. (1784). 

A. Yasha MATSUMURA, Jour. Coll. 5ci. Imp. Univ. Tokyo XVI.-5. 4. t. 2. (1902): C. K. 5CHNEIDER> 

Ill. Handb. Laubh. I. 123. f. 66. (1906): CALLIER in FEDDE, Repert. X. 227. (1912): KOIDZUMI, Bot. 

Mag. Tokyo XXVII. (505) (1913): MOMIYAMA, Jour. ]ap. Bot. IX. 52. (1933). 
A. firma , var. Yasha (MATSUM.) WINKLER in ENGLER, Pt1.-reich IV.-61. 104. (1904): MATSUMURA. 

Ind. II. -2. 17. (1912). 

A. βrma (non 5. & Z.) ~MATSUMURA， Cat. Herb. Univ. 178. (1886); List Nikko 29. (1894)~ 

5HIRASAWA, Ico. For. Tr. ]ap. 11. 38. t. 12. (1912): MAKINO, Ill. Fl. ]ap. 1141. t. 2174. (1925); lll. Fl. 

Nipp. 662. f. 1986. (1940): NAKAI, Fl. Nikko 13. (1936): 5UGIMOTO, Key Tr. 5hr. ]ap. 42. (1936): 
HONDA, Nom. Pl. Jap. 47. (1939): 5ASAMURA, Fl. Coast Iwate 28. (1950): KOBAYASHl & 5UZUKI, FL 

Fukushima IV. 43. (1955): OHWI, Fl. ]ap. 417. (1953). 

A. hirtella (F. & .5.) KOIDZUMI, Bot. Mag. Tokyo XX:VII. 144. (1913). 

A. firma , var. Sieboldiana (non WINK.) MURAI, Bet. 5anriku 13. (1932). 

Nom. Jap. ミヤマヤシヤプシ(本多静六-1920， INoKuMA-1931) 

ケヤシヤプシ(柳田 1935，大井←1953)

~ d) Alnaster Sieboldiana (MATSUM.) MURAI, comb. nov. 
5yn. Alnus Sieboldiana MATSUMURA, in Jour. Coll. 5ci. Imp. Univ. Tokyo XVI.-5. 3. t. 1. 

(1902); Ind. II.-2. 16. (1912) pro syn.: MOMIYAMA, ]our. ]ap. Bot. IX. 53. (1933): 5UGI~IOTO， Key. 

Tr. Shr. Jap. 43. (1936): HONDA, Nom. Pl. ]ap. 48. (1939): INOKUMA & KURATA, ]our. ]ap. Bot. 
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XXV. 62. (1950): OHWI, Fl. Jap. 416. (1953): MORI, Jour. Jap. Bot. XXX1. 223. (1956): MIZUSHlMA. 

Veg. Tanabu 100. (1956): Imp. HIROHITO, Fl. Nasu 120. (1962). 

A. fi門na， var. Sieboldiana (MATSUMURA) WINKLER, in ENGLER, PfI.~reich IV.~61. 104. (1904): 

MATSUMURA, Ind. II~2. 16. (1912): MAKINO & NEMOTO, Cat. Herb. Mus. 305. (1914); Fl. Jap. 1106. 

(1925); 1. c. ed. 2. 180. (1931). 

A. firma (non S. & Z.) C. K. SCHNEIDER, Ill. Handb. Laubh. 1. 123. f. 66. (1906): REHDER, Man. 
144. (1927); 1. c. ed. 2. 134. (1940); Bibl. 101. (1949). 

Nom. Jap. オオパヤシヤプシ(柳田ー1935) ， (猪熊，倉田 1950) 

o xAlnaster Hosoii (Mlz.) MURAI, comb. nov. 
A. pendula x A. cri.ゅa， subsp. Maximowiczii 

Syn. Alnus Hosoii MIZUSHIMA, in Jour. Jap. Bot. XXXI1. ~1. 1. (1957). 

A. fruticosa , var. sachalinensis (non KOlDz.) MVRAI, Bet. Sanriku 12. (1932). 

Nom. Jap. イワキハンノキ (HosOIー1957)，イワキヤシヤプシ (MURAI， nov.) 

o xAlnaster Hanedae (SUGIM.) MURAI comb. nov. 

A.firma hirtella x A. Sieboldiana 

Syn. Alnus Hanedai SUGIMOTO, New Kep Jap. Tr. 457. (1961). 

Nom. Jap. カワリヤシヤブシ(杉本-1961)

o x Alnaster peculiaris (HIYAM.) MURAI, comb. nov. 
A. firma hirtella x A. ρe河dula

Syn. xAlnus ρeculiaris HIYAMA. in Jour. Jap. Bot. XXXVII. 153. (1962). 

Nom. Jap. タルミハンノキ(槍山一1962) ，タルミヤシヤブシ(村井， nov.) 

B) Gen. Alnus B. EHRHART, in Oecon. Pflanzenhist. 11. 211. (1753): GAERT. Fruct. Sem. 

II. 54. (1791): DC. , Prodr. XVI~2. 180~189. (1868): CALLlER, Mitt. Dendr. Ges. 1918. XXVI1. 39~185. 

t. 9~24. (1918): MATSUM. Jour. Coll. Sci. Imp. Univ. Tokyo XVI~5. 7. (1902): REHD. Man. 143. (1927); 

1. c. ed. 2. 134. (1940); Bibl. 101. (1949). 

Syn. Gen. Alnus, Subgen. Gym向。，thyrsus (SPACH.) REGEL, Bull. Soc. Nat. Moscow XXXVIII• 2, 
425. (1865): REHD. Bibl. 102. (1949): MURAI in Herb. Tohoku For. Tr. Impr. St. (1962). 

Alnus, Sect. Gymnothyrslls SPACH. Ann. Sci. Nat. ser. 2. XV. 200. (1841): MATSUM. Jour. ColL 

Sci. Imp. Univ. Tokyo XV1. ~5. 7. (1902): WINKLER in ENGL. PfI.~reich. IV.~61. (1904). 

Betula LINNE, Sp. P1. 982. (1753). 

Alnus, Subgen. Alnus ENDL, Gen. Pl. Suppl. 11. 28. (1842): REHD. Man. 143. (1927); 1. c. ed. 

2. 134. (1940). 

Nom. Jap. ハンノキ属

111) Sect. Fauriae MURAl, sect. nov. 
Syn. Gen. Alnus, Subgen. Gymηothyrsus (SPACH.) REGEL, Sect. Fauriae MURAI in Herb. Tohoku 

For. Tr. Impr. St. (1962). 

Nom. Jap. カワラハンノキ節

e) Alnus serrulatoides CALLIER, in FEDDE. Repert. X. 229. (1911): SCHNEID. Ill. Handb. Laubh. II. 

890. f. 556. (1912): KOlDz. Bot. Mag. Tokyo XXVII (505) (1913): OHWI. Fl. Jap. 418. (1953): OKAMOT. 

F1. Rokko 32. (1955): KITAM. et OKAM. Ill. Tr. Shr. Jap. 44. (1958): MAKINO, Ill. Fl. Nipp. 1220. 

f. 3648. (1959). 

Syn. A. .glutinosa (non GAERT.) MIQ. Prol. 69. (1867): MATSUM. Cat. Herb. Tokyo Imp. Univ. 

178. (1886) p. p. 

A. maritima, var. obtusata FR. et SAV. Enum. 1. 458. (1875); 1. c. II. 502. (1879). 
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A. glutinosa,. var. ja.ρol1ica MATSUM. Jour. Coll. Sci. Imp. Univ. Tokyo XVI.-5. 9. (1902) p.p. 

A. glutinosa, var. obtusata (F. & S.) WINKL. in ENGL. Ptl.-reich. IV.-61. 118. (1904). 

A. obtusata (F. et S.) MAKINO, Bot. Mag. Tokyo XXVI. 390. (1912): MAKINO et NEMOTO, Cat. 
Herb. Tokyo Imp. Mus. 306 (1914); FI. Jap. 1107. (1925); 1. c. ed. 2. 181. (1931). 

e-l) Alnus serrulatoides CALL. 

var. serrulatoides (CALL.) 

Nom. Jap. カワラハンノキ(絵村 1886) ，メハリノキ(飯沼ー1857， l:I:l 中 1870) 

e-2) Alnus serrulatoides CALL. 

var. Katoana (YANAGITA) SUGIMOTO, in New Key Jap. Tr. 457. (1961). 

Syn. A. Katoana YANAGITA: Jour. Jap. For. Soc. X羽ー7. 6ω. (1934): UEHARA, lll. For. Tr. 

Jap. I. 633. (1959). 

Nom. Jap. ケカワラハンノキ(柳田一1934)

f) Alnus Fauriei LEVEILLE & V ANIOT in Bull. Soc. Bot. Fr. L羽. 423. (1904): MAKINO & 

NEMOTO, FI. Jap. ed. 2. 180. (1931): HONDA. Nom. PI. Jap. 47. (1939); 1. c. 00.2.42. (1957): FUNABIKI, 
For. FI. Niigata 84. (1953): KOBAYASHI & SUZUKI, FI. Fukushima IV. 43. (1955): OHWI, FI. Jap. 

418. (1953). 

Syn. A. glutinosa, var. cylindrostachya WINKLER, in ENGLER, PfI.-reich IV.-61. 118. (1904): 

MATSUMURA, Ind. II-2. 17. (1912). 

A. cylindrostachya (WINKL.) MAKINO, Bot. Mag. Tokyo XXVI. 390. (1912): MAKINO & NEMOTO, 

Cat. Herd. Mus. 305. (1914); FI. Jap. n05. (1925): MURAI, Betula Sanriku 18. (1932): YUHKI , FI. 

Yamagata 13. (1934): SUGIMOTO, Key Tr. Shr. Jap. 43. (1936). 

A. glutinosa, var. jaρonica MATSUMURA, Jour. Coll. Sci. Imp. Uuiv. Tokyo XVI.-5. 9. (1902) p・P・

A. Schneideri CALLlERE in FEDDE, Repert. X. 229. (1912): KOIDZUMI, Bot. Mag. Tokyo XXVII. 

,(505) (1913). 

A. obtusafa (non MAK.) MURAI, FI. Iwate 76. (1930). 

Nom. Jap. ミヤマカワラハンノキ(牧野ー1912) ，オパルハンノキ(小泉ー1938)

IV) 5ect. Maritimae MURAI, sect. nov. 

Syn. Gen. Alllus, Subgen. Gymnothyrsus (SPACH.) REGEL, Sect. Mari・Limae MURAI in Herb. Tohoku 

For. Tr. Impr. 5t. (1962). 

Alnus, sect. Gymllothyrslts 5PACH. Ann. Sci. Nat. ser. 2. XV. 200. (1841) p.p.: MATSUM, Jour. 

Coll. ,5ci. Imp. Univ. Tokyo XVI-5. 7. (1902) p.p.: WINKL. in ENGL. PtI.-reich. IV.-61. 110. (1904) p.p. 

Alnus, Subgen. Alnus ENDL. Gen. PI. Suppl. II. 28. (1842) p.p.: REHD. Man. 143. (1927) p.p.; 

1. c. ed. 2. 134. (1940) p.p. 

Nom. Jap. ノ、ンノキ節

g-l) Alnus trαbeculosa HAND.-MAZZ. 

var. Nagurae (INoK.) MURAI, stat. nov. 
Syn. A. Naglげae INoKuMA, INoK. et MOMIY. Jour. Jap. For. Soc. XIX.-6. 379. (1937). 

A. trabeculosa (i1on HAND.-MAZZ.) OHWI. FI. Jap. 418. (1953): KITA弘 et OKAM. IlI. Tr. Shr. Jap. 

.44. (1958): Imp. HIROHlTO, FI. Nasu 120. f. 22. (1962). 

Nom. Jap. サグラパノ、シノキ(猪熊一1937)

g-2) Alnus trabeculosa HAND.-MAZZ. in ANZEIG. Math. Nat. K1. AkaιWiss. Wien 芦L (1922). 

Syn. A ‘ Jackii Hu. Jour. Arnold Arb. IV. 140. (1925). 

var. trabeculosa (H.-MAZZ.) 

Nom. Jap. シナサクラパノ、γ ノキ (nov，)
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i-1) Alnus japonica (THUNB.) STEUD. 

var. arguta (REG.) CALL. in FEDDE. Repert. X. 228. (1911): MURAI. Phyt. Geo. St. Al. 

Jap. 1. 162. (1962). 

Nom. Jap. ェゾノ、ンノキ(牧野，根本一1925) ，ヤチハンノキ，ヤチパ

Distr....Hokkaido, Honshu (N--C.), Shikoku, Ussuri, N-Korea 

i-2) var. japonica (STEUD.) in MURAI, Phyt. Geob. St. Al. Jap. 1. 162. (1962). 

Nom. Jap. ハンノキ(古名)

Dister....SW-Hokkaido, Honshu, Shikoku, Kiusiu, Korea (C-S.) 

i-3) var. formosana (BURK.) CALL. in FEDDE. Repert. X. 228. (1911): SCHNEID. IIl. Handb. Laubh. 

11. 890. f. 555. (1912). 

Syn. A. maritima, var. formosana BURK. Jour. Linn. Soc. Bot. XXVI. 500. (1899): MATSUM. 

Jour. Coll. Sci. 1mp. Univ. Tokyo XVI.-5. 8. (1902). 

A. formosωza (BURK.) MAKINO, Bot. Mag. Tokyo XXVI. 390. (1912): UEHARA, IIl. For. Tr. Jap‘ 

1. 633. (1959). 

Nom. Jap. )l イワンハシノキ(松村-1902)

Distr....Formosa. 

V) Sect. Glutinosae MURAI Sec. nov. 

Syn. Gen. Alnus, Subgen. Gymnothyrsus (SPACH.) REGEL, Sect. Gl/ltinosae MURAI. in Herb. 

Tohoku For. Tr. 1mpr. St. (1962). 

Gen. Alnus, Sect. Gymnothyrsus SPACH. in Ann. Sci. Nat. ser. 2. XV. 200. (1841) p.p.: SCHNEID. 
in SARG. Pl. Wils. 11. 492. (1916) p.p.: MATSUM. Jour. Coll. Sci. 1mp. Univ. Tokyo XVI-5. 7. (1902) 

p.p.: WINKL. in ENGL. PtI.-reich 1V.-61. 110 (1904) p.p. 

Almls, Subgen. Gymnothyrsus (SPACH.) REGEL, Bull. Soc. Nat. Moscow. XXXVIl1.-2. 425. (1865) 

p.p.: REHD. Bibl. 102. (1949) p.p. 

Alnus, Subgen. Alnus ENDL. Gen. Pl. Suppl. II. 28. (1892): REHD. Man. 143. (1927) p.p.; 1. c. 

ed. 2. 134. (1940) p. p. 

Nom. Jap. ヤマハンノキ節

h) Alnus Matsumurae CALLIERE in FEDDE, Repert. X. 234. (1911): C. K. SCHNEIDER, IIl. Handb. 

Laubh. 11. 891. t. 557. (1912): KOIDZUMI, Bot. Mag. Tokyo XXVII. (505) (1913): REHDER, Man. 147. 
(1927); 1. c. ed. 2. 137. (1940); Bibl. 105. (1949): N AKAI, Rep. Veg. Kamikochi 16. (1928); Fl. Nikko 

13. (1936): MAKINO & NEMOTO, Fl. Jap. ed. 2. 181. (1931): 1NoKuMA, For. Fl. Chichibu 27. (1931): 

HARA, Jour. Jap. Bot. 1X. 190. (1933): YUHKI, Fl. Yamagata 13. (1934): SUGIMOTO, Key. Tr. Shr. 

Jap. 43. (1936): HONDA, Nom. Pl. Jap. 48. (1939): MAKINO, Ill. Fl. Nipp. 662. f. 1985. (1940): OHWI, 

Fl. Jap. 417. (1953): HARA & MIZUSHIMA, Veg. Oze 434. (1954): KOBAYASHI & SUZUKI, Fl. Fukushima 

IV. 43. (1955): KITAM. & OKAM. Ill. Tr. Shr. Jap. 43. (1958): Imp. HIROHlTO, Fl. Nasu 199. (1962) ‘ 

Syn. A. incana var. emarginata MATSUMURA, Jour. Coll. Sci. 1mp. Univ. Tokyo XV1.-5. 13. t. 

4. (1902); Ind. II.-2. 17. (1912): WINKLER, in ENGLER, PtIィeich 1V.-61. 123. (1904): SHIRASAWA, Ico. 

For. Tr. Jap. 11. 45. t. 13. (1912): MAKINO, Cat. Herb. Mus. 305. (1914). 

A. glutinosa (non WILLD.) MATSUMURA, List Nikko 29. (1894). 

A. emarginata (MATSUM.) SHlRAI, Bot. Mag. Tokyo X. (30) (1896) 

A. hirsuta, var.のnarginata (MATSUM.) MAKINO & NEMOTO, Fl. Jap. 1106. (1925): KUDO, SysL 

Bot. Usef. Tr. Jap. ed. 2. 122. t. 25. (1930). 

Nom. Jap. ヤハズハγ ノキ (SHIRAI-1894) 

j) Alnus b師kumae MURAI & KUSAKA in MURAI, Phyt. Geob. St. Al. Jap. 1. 158. (1962). 
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Nom. Jap. タニガワハンノキ(中井一1927)

Distr....Hokkaido (SW), Honshu (N-C.). 

k) Alnu8 hir8uta TURCZANINOW, Bull. Soc. Nat. Mosc. XI. 101. (1838): MURAI, Phyt. Geob. St. 
AI. Jap. 1. 160. (1962) pro syn. 

k-1) Alnus hir8uta TURCZ. 

var. hirsutα(TURCZ.) 

Syn. A. hirsuta, var. sibirica (FISCH.) SCHNEIDER, in SAGA. PI. Wils. II. 498. (1916): MURAI, Phyt. 
-Geob. St. AI. Jap. 1. 160. (1962). 

A. hirsuta var. velutina (HARA) MURAI, 1. c. 160. (1962) pro syn. 

Nom. Jap. エゾヤマハンノキ(小泉-1913)，ケヤマハンノキ(宮部一1890) , 

シペリアハンノキ(中井-1911)

Distr.…Hokkaido, Honshu (N--C.), Shikoku, Kamtchatka, Kurile, Saghalin, Ussuri, Manchuria, 

N-Korea. 

k-2) Alnu8 hir8utαTURCZ. 

var. tinctoria (SARG.) KUDO, Syst. Bot. Usef. Tr. Jap. ed. 2. 122. (1930) pro syn.: MURAI, 

1. c. 160. (1962). 

Nom. Jap. ヤマハンノキ(古名)

Distr....Honshu, Shikoku, Kiusiu, S-Korea. 

1-1) xAlnu8 Mayrii CALLIER, apud SCHNEIDER, Handb. Haubh. 1. 126 (1906): MURAI, 1. c. 163 

(1962) pro syn. 

1-1) xAlnu8 Mayrii CALL. 

var. Mayrii (CALL.) 

Syn. A. hirsuta, hirsuta x A. jaρonica， arguta MURAI, 1. c. 163 (1962). 

A. Mayrii, var. lwreana (CALL.) NAKAI et SUGIMOTO, Key Tr. Shr. Jap. 43. (1936): MURAI, 1. c. 

163 (1962). 

Nom. Jap. ヒロハケハンノキ(中井-1919) ，ウスゲヒロハンノキ(中井 1930) , 

クシロヒロハンノキ(館脇-1934)

Distr.…Hokkaido, Honshu (N-C.), Shikoku. 
1-2) x Alnu8 Mayrii CALL. 

var. glabre8cens NAKAI, Rep. Veg. Apoi 45 (1930) n. s.: HARA, Bot. Mag. Tokyo XLVIII. 

;802 (1934): MURAI, 1. c. 163 (1962). 

Syn. A. hirsuta, tillc!oria X A. japonica, japonica MURAI, 1. c. 163 (1962). 

Nom. Jap. ヒロハハンノキ(小泉-1913)

Distr.…Honshu (N-C.) 
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Phytotaxonomical and Geobotanical Studies on so-called 

Genus Alnu8 in Japan (II). 

Comparative studies on all species, including shrubby species. 

Saburo MURAI 

(Rるsumé)

1) In the preceding reportl) the writer dealt with, on 4 arboreous species, the morphology 
()f vegetative and generative organs, geographical distribution and the a汀angement of the 

names used so far. In this report he treats the remaining 8 shrubby species, hitherto inc1uded 

in Genus Alnus, A. crispa subsp. Maximowiczii, A. ρendula， A. firnω， A. Sieboldiana, A. 
serrulatoides, A. Fauriei, A. trabeculosa, A. Matsumurae, inc1uding natural cross species x A. 

Hosoii and x A. Hanedae, besides collating the preceding report. 

2) Following a careful study he came to the conc1usion that Subgenus Alnaster and 
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Gymnothyrslts, so far treated as Subgen. of Genus Alnus, should properly be independent and 

each regarded as Genus (see Tab. 1.), and in the last part of this report, he gives the desｭ

criptions of Betula, Alnaster and Alnus, the nearly related genera in Subfam. Betuleae. 1n 

consequence, our Alnaster has the following indigene-Alnaster cri:;，ρ'a subsp. Maximowiczii, 

A. pendula, A. firma , A. Sieboldiana, X A. Hosoii, X A. Hanedae, all separated from the 

hitherto Gen. Alnus. 

3) Concerning the morphological comparison of the vegetative organs, Tab. 2 shows the 

form of each part of leaf by all species from adjective terms. Tab. 3 the numerals measured 

by each part of leaf, Fig. 1 the shape of a leaf of all species. On the comparison of generative 

organ, Tab. 4 shows the provenance of all species where the strobile and seed were measured, 

Tab. 5 the numerals obtained by measuring strobile, fruit scale, and bract of fruit scale of 

all species, Tab. 6 the numerals got by seed, nut and wing and their examinations. Fig. 2 

illustrates the external shape of fruit scale and seed of all species. 

1n consequence, the writer was led to the conclusion given in Tab. 7, Alnaster and Alnus 

each being classified into the sections shown below: 

Gen. Al向。ster， Sect. Alnobetula, Sp. (a) A. cris，ρa， Maximowiczii 

" , Sect. Bifzげcatus， Sp. (b) A. ρendula 

" " " ( c) A. firma 

H 11 " ( d) A. Sieboldialla 

Gen. Alnus , Sect. Fauriae , Sp. (e) A. serrulatoides 

" 11 , 11 (f) A. Fau γiei 

11 , Sect. Maritimae, Sp. (g) A. trabeculosa, Nagurae 

11 11 11 (i) A. ja.ρOIUω 

11 , Sect. Glutinosae, Sp. (h) A. Matsumurae 

11 , 11 , 11 (j) A. lnokumae 

" 11 11 (k) A. hirsuta 

The comparison and descriptions of each Section of these 2 Genera will be published in 

the third report. 

4) Concerning the study of geographical distribution, the writer closely examined the dry 
specimens in the 4 Herbarium, namely, the Agriculture Faculty and the Science Faculty of 
Tokyo University, the National Science Museum, and Tohoku Forest Tree Improvement 
Station, and arranged the data by each species as follows: 

a. Alnaster crispa, Maximowiczii ……...・H ・--Fig. 3 

b . A. pendula …・・・…………一………・…………Fig.5

c. A. firm日z ・ H ・ H・..………………………………Fig.6

d . A. Sieboldiana......………・・……… …………Fig.8 

e. Alnus serrulatoides ...…・・...…・・ -…………Fig. 10 

f. A. Fauriei …....・ H ・・・・…・... …・・・…....・ H ・ ..Fig. 11 

g. A. trabec.tlosa, Nagurae ・ H ・ H ・・・・ H ・ H ・....… .Fig. 12 

h. A. il4atsumurae ・............・….......・ H ・ .......Fig. 13 

Consequently the writer, with this data and that in the first report, made clear the 

distribution maps of the whole species. He picked up the species according to variety, 

arranging southern varieties-on the left and northern ones on the right: 

a. Alnaster αispa， j l4aximowiczzi, lWaximowiczii...... A. cris戸a， Maximowiczii, sachalinensis 
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c. A. fir押1a， firrna …...・ H ・.....・ H ・H ・H ・-…...・ H・..…… A. firma, hirtella 

e. Alnus serrulatoides, serrulatoides ………………… A. serrulatoides, Katoalla 
g. A. trabewlosa, trabeculosa …...・H ・.....・ H ・.....・H ・ ..A. trabeculosa, Nagllrae 
i. A. japonica, japonica ・ H ・ H ・ H ・ H ・.....・H ・.....・ H ・ .....A. ja戸onica， arguta 

k. A. hiγsllta， tinctoria ………...・H・-……...・H ・..…・ ..A. hirsuta, hirsllta 
o x A. Mayrii, glabrescens・.....・ H ・H ・ H ・..…...・ H ・..… xA. Mayrii, Mayrii 

-71-

From this, we may clearly see that of a great portion of varieties, the northern ones. 
are pubescent. 

Then, concerning the Sections with 2 species or over, the distribution map by each 

Section, has been arranged which resulted in the following: 

Gen. Alnaster …Sect. BZ刀lrcatus...…Sp. 3・ H ・ H ・.....・ H ・ ..Fig. 14 

Gen.' Alnlls・....… .Sect. Fallriae ...・H ・ ..Sp. 2 ・ H ・H ・.....・ H ・ ..Fig. 15 

H ・ H ・H ・ ..Sect. 凡laritimae.. .…Sp. 2, Var. 1 …...Fig. 16 

H …・…・・Sect. Gllltinosae......Sp. 2, Var. 1 …...Fig. 17 

In each of the 4 maps we may find the species grown in a warm region and the species. 

in a cold one-much snow region, furthermore, the species of wide distribution, the species. 
of intermittent distribution and limited distribution. The type of wide and continuous distribuｭ

tion is most fitted to the present.day climate: the type of intermittent distribution also must 

have been distributed continuously in the past geological age, but afterwards in the process 
of passing through an unsuitable environment (such as severe outbreak of insect attacks or 

diseases), they were exterminated in that part resulting in intermittent distribution. So this 

type may be said to be of older occurrence than the continuous type. According to ENDO, 
S. ,2ll Alnus is reported to have existed in the Neocene of Tertiary, so it is clear that its 

geological origination must have been earlier. Since the climate before Neocene was warm, 

followed by a colder one and a great glacial period, then to the present warm one, the climate 
when Alnus originated is assumed to be warm. 

In consequence, from the 4 maps, the order of origination from old to new is as follows: 
Fig. 14・・… .A. Sieboldiana • A. firl向。→ A. ρendllla 

Fig. 15…... A. serrulatoidcs • A. Fauriei 

Fig. 16 ・… .A. trabeclIlosa, Nagllrae -A. japonica, japonica - A. japo l1ica, arguta 

Fig. 17…...A. Inokll/l1ae -A. hirsllta, hirsllta • A. hirsuta, tZllctoria 

A. j l1atsumurae • A. hirsula, tillcloria • A. lzirsllta, hirslltα 

A. 11lokumae 
×• A. hirsllla, tinctoria-A. hirsuta, hirsllta 

A. llIatsll1l1urae 

5) As mentioned above, the writer separated Gen. All1aster from Gen. Alllus, so there 

exists 2 Genuses. With Gen. Betula, the descriptions of these 3 Gen. are given as follows: 

Gen. Betula-Male flowers apppear in previous fall, ament stalk short or none, perianth 

wholly tetralobate. Female flowers appear this spring, no perianth. Fruit scale of strobile 

herbaceous, trilobate, and combining 1 bract with 2 bracteoles it trilobate. Number of seeds 

in 1 fruit scale 3. Wing of seed round, ratio to nut larger or smaller. Numbers of bud scales 

of winter bud mostly over 8, no bud stalk. Lateral veins of a Ieaf about 10 pairs. Stipule 

ovate, apex acute, or none. 

Gen. Alnaster-Male flowers appear in previous fall , no ament stalk, perianth tetra-or 

quin.lobate. Female flowers appear this spring, no perianth. Fruit scale of strobile woody, 



- 72 ー 林業試験場研究報告第 154 号

'Cjuinlobate and cambining 1 bract with 4 bracteoles it quinlobate. Number of seed in 1 fruit 

scale 2. Wing of seed like arrowfeather in form, and larger than a nut. Number of bud 

scales of winter bud about 6, no bud stalk. Lateral veins of a leaf over 10 pairs. Stipule 

()vate, apex acute. 

Gen. Alnus-Male ftowers appear previous fall, ament stalks distinct or eminent, perianth 
tetralobate. Female ftowers also appear previous fall (Some appear at other periods, even 

then male and female ftowers simultaneously), no perianth. Fruit scale of strobile woody, 
quinlobate and combining 1 bract with 4 bracteoles it quinlobate. Number of seeds in 1 fruit 

scale 2. Wing of seed round, always smaller than a nut. Bud scales of winter bud few, 

3 in number, bud stalk conspicuous. Lateral veins of a leaf under 10 pairs. Stipule ellipse, 

apex round. 

Thus Alnasfer may be said to have a middle quality between Befula and Alnus. 


